
上
杉
家
伝
来
鎧
下
着
・
着
込
み
・
頭
巾
等
四
領
一

個

下

l

l

伝
上
杉
謙
信
・
上
杉
景
勝
所
用
服
飾
類
調
査
報
告

(2) 

伝
景
勝
所
用
紅
縮
緬
鎧
下
着(図
版
I
、
一
一
九
一
サ
図
版
E
b
、
挿
図
1

6

7

)

す
で
に
概
要
(
美
術
研
究
二
九
一
号
掲
載
「
上
」
〉
に
お
い
て
述
べ
た
よ
う
に
、
こ
の

紅
縮
緬
鎧
下
着
は
紺
麻
地
銀
繋
ぎ
矢
車
文
鎧
下
着
と
大
き
さ
も
形
態
も
殆
ど
同
様

で
、
且
つ
景
勝
所
用
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
点
も
同
じ
で
あ
る
。
た
だ
こ
ち
ら
は
綿
入

紅縮緬鎧下着 (2)

山形

挿図8

れ
で
、
裏
裂
に
は
紅
染
の
麻
が
用
い

上杉神社蔵

ら
れ
て
い
て
無
双
仕
立
で
は
な
い
。

ま
た
裏
は
袖
附
の
縫
目
が
あ
る
が
、

表
は
袖
附
の
縫
目
が
な
く
、
身
頃
と

袖
は
一
幅
の
裂
か
ら
と
っ
て
あ
る
。

更
に
こ
の
表
裂
の
縮
緬
に
関
し
て

は
次
の
こ
と
が
考
察
さ
れ
る
。
縮
緬

は
金
禰

・
紗
・

紋
紗

・
金
紋
紗

・
鍛

子
と
と
も
に
、
わ
が
国
で
は
天
王
年

上
杉
家
伝
来
鎧
下
着

・
着
込
み

・
頭
巾
等
四
領
二
個

下

神

楽

子

ノみ;、
/口¥

註
却

聞
に
明
様
の
織
法
が
伝
来
し
製
織
さ
れ
た
の
が
始
め
だ
と
い
わ
れ
て
い
る
の
で
、
こ

註
幻
、
お

の
鎧
下
着
が
景
勝
が
少
年
時
代
の
も
の
、
即
ち
永
禄
末
か
ら
元
亀
年
間
頃
の
も
の
で

あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
わ
が
国
で
製
織
さ
れ
る
以
前
で
、
明
か
ら
の
輸
入
品
と

な
り
、
現
在
の
と
こ
ろ
、

わ
が
国
最
古
の
縮
緬
の
遺
品
資
料
で
あ
る
。
後
染
の
紅
縮

緬
で
、
こ
の
場
合
、
保
存
条
件
が
良
好
で
あ
っ
た
た
め
通
常
は
槌
色
の
著
し
い
紅
が

註

幻

註

お

極
め
て
よ
く
色
を
留
め
て
い
る
。
た
だ
染
め
む
ら
が
あ
り
、
縮
緬
の
地
質
は
上
質
と

は
言
い
難
い

。

こ
の
鎧
下
着
の
紅
染
に
関
し
て
は
、
調
査

・
研
究
に
御
協
力
願
っ
て
い
る
紅
染
研

究
家
の
鈴
木
孝
男
氏
の
調
査
推
定
事
項
を
次
に
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

紅
約
制
鎧
下
着
の
紅
染

表
裂
の
紅
縮
緬

斗
・
印
同

日¥一戸
N
註

u

m
¥
H
C
 

一議裂
の
紅
麻

H
O
同

紅
縮
緬
(
表
裂
〉
の
方
は
、
か
な
り
黄
味
が
入
っ
た
帯
黄
色
の
紅
(
緋
)
色
で
、
黄
色
の
下
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染
が
施
さ
れ
た
上
に
紅
染
し
た
、
即
ち
こ
の
場
合
は
、
黄
、
次
に
紅
の
二
浴
(
二
回
の
浸
染
〉

註
鈍

か
ら
成
っ
た
紅
色
と
考
え
ら
れ
る
。
帯
黄
色
の
紅
色
に
は
、
紅
花
餅
に
含
有
す
る
水
溶
性
の

黄
色
素
を
完
全
に
溶
出
し
な
い
で
紅
染
し
た
も
の
も
あ
る
が
、
と
の
鎧
下
着
の
紅
縮
緬
は
黄

色
の
下
染
が
予
め
な
さ
れ
て
い
る
様
相
が
処
々
に
認
め
ら
れ
る
。
紅
花
餅
に
含
有
す
る
水
溶

性
の
黄
色
素
を
完
全
に
溶
出
し
な
い
で
紅
染
し
た
帯
黄
色
の
紅
色
の
場
合
は
全
体
的
な
槌
色

が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
鎧
下
着
に
は
そ
れ
が
な
く
、
襟
の
部
分
に
紅
の
分
解
の

性
格
が
見
ら
れ
る
外
は
摩
擦
に
よ
る
槌
色
、
こ

の
場
合
は
摩
擦
の
多
か
っ
た
個
所
は
紅
が
剥

落
し
、
下
染
の
黄
が
現
わ
れ
て
い
る
。

紅
は
顔
料
系
で
、

一
た
ん
発
色
す
る
と
顔
料
の
性
質
に
な
り
摩
擦
に
合
う
と
剥
落
す
る
。

註
お

と
の
鎧
下
着
は
裂
地
が
縮
緬
で
あ
る
た
め
濡
れ
る
と
著
し
く
縮
み
、
し
か
も
こ
の
場
合
は
紅

が
淡
い
(
現
状
か
ら
推
測
す
る
と
恐
ら
く
当
初
は
深
紅
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
)
の
で
ま
す
ま
す
裂

地
に
浸
透
し
に
く
く
な
り
、
拡
大
鏡
で
観
察
す
る
と
表
面
附
着
の
感
が
如
実
に
あ
ら
わ
れ
て

い
る
。
黄
の
下
染
が
あ
る
の
で
、

お
の
ず
か
ら
そ
れ
と
比
較
さ
れ
、
紅
の
顔
料
の
性
格
が
ま

と
と
に
よ
く
見
ら
れ
る
が
、
純
度
が
高
く
、
そ
し
て
濃
い
紅
が
、
黄
に
染
ま
っ
た
繊
維
の
表

国
に
附
着
し
て
い
る
感
じ
が
強
い
。

即
ち
何
か
の
黄
色
染
料
で
浸
染
の
下
染
を
し
、

そ
の

後
、
純
度
の
高
い
濃
い
紅
に
浸
染
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

長
の
紅
麻
は
、
麻
の
場
合
は
純
粋
の
も
の
し
か
布
に
着
か
な
い
の
で
こ
の
裏
裂
も
純
度
が

-
'A
H
J

、。

J

「い
し以
上
の
推
定
は
槌
色
尖
験
に
お
け
る
紅
の
色
相
変
化
と
符
合
さ
せ
て
考
察
し
た
。鈴

木
孝
男

れ
の
鈴
木
孝
男
氏
の
考
察
で
、
紅
縮
緬
の
染
め
む
ら
と
思
わ
れ
た
も
の
は
実
は
摩

僚
の
多
か

っ
た
個
所
の
紅
の
剥
落
で
あ

っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な

っ
た
。
摩
擦
に
よ

そ
れ
も
左
(
向
っ
て
右
)
胸
の
脇
に
寄
っ
た
部

分
が
こ
の
鎧
下
着
の
中
で
も
特
に
目
立

っ
て
ま
だ
ら
な
黄
色
に
な

っ
て
お
り
、
即
ち

る
剥
落
の
多
い
個
所
は
、
両
胸
下
方
、

紅
の
剥
落
で
下
染
の
黄
色
が
ま
だ
ら
に
露
呈
し
て
お
り
、

四紐巾2.7cm，長さ97cm
釦直径O.9cm
選裂には袖附縫目:がある
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紅縮緬鎧下着 (2)実測図

一一一一ーは下前

挿図7

次
に
両
肩
山
・
袖
山
附

近
、
左
袖
の
正
面
袖
口
に
近
い
部
分
、
襟
は
総
体
に
、
そ
し
て
背
中
の
あ
た
り
と
な

の
一
畏
面
(
内
側
〉
と
接
触
し
、

っ
て
い
る
。
こ
れ
は
と
り
も
な
お
さ
ず
、
鎧
下
着
と
し
て
用
い
ら
れ
た
際
に
、
具
足

摩
擦
の
多
か
っ
た
順
序
と
も
一
致
す
る
よ
う
に
思
わ

れ
る
。
な
お
、
裏
裂
の
紅
麻
に
、
丁
度
背
中
に
当
る
と
こ
ろ
に
四
ヶ
所
、
明
ら
か
に

発
汗
の
し
み
あ
と
の
形
で
紅
の
色
が
槌
せ
て
薄
く
な
っ
た
個
所
が
あ
り
、

こ
の
摩
擦

々
し
い
。

の
状
態
と
合
わ
せ
、
如
何
に
も
実
戦
に
供
せ
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
鎧
下
着
の
痕
跡
が
生

(形
状
、
法
量
、
仕
立
て
方
〉

形
状
、
法
量
は
一
覧
表
の

ω(「
上
」
掲
載
の
表
l
l美
術
研
究
二
九
一
号
一
三
百
1
)
と

折
図
7
の
実
測
図
に
示
し
た
。

ωの
紺
麻
地
銀
繋
ぎ
矢
車
文
鎧
下
着
と
大
き
さ
、
形
態

が
殆
ど
同
じ
で
、
景
勝
所
用
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
点
も
同
じ
、
た
だ
仕
立
の
上
か
ら
次

点
が
あ
る
。

に
挙
げ
る
よ
う
な
大
差
、
比
較
的
目
立
つ
差
、
精
査
の
上
で
わ
か
る
よ
う
な
小
差
の
諸

先
ず
大
差
で
は
、

ω紺
麻
地
銀
繋
ぎ
矢
車
文
鎧
下
着
は
袷
で
、
更
に
、
哀
に
も
表
裂



が
使
わ
れ
て
い
る
無
双
仕
立
で
あ
る
が
、
こ
の

ω紅
縮
緬
鎧
下
着
は
綿
入
れ
で
、
一袈
は

っ
た
。

即
ち
、
こ
の
わ
が
国
最
古
の
遺
品
資
料
で
あ
る
縮
緬
の
裂
幅
が
判
明
し
た
の
で

表
と
は
別
裂
の
紅
一
麻
が
用
い
て
あ
る
こ
と
。

あ
る
。
こ
の
鎧
下
着
の
正
面
、
袖
口
か
ら
打
合
わ
せ
の
端
ま
で
は
一
幅
の
裂
で
川
来
て

次
に
比
較
的
目
立
つ
差
で
は

ωに
は
袖
附
の
縫
目
が
あ
る
が
、

ωに
は
一裂
の
麻
裂
に

お
り
、
裂
幅
は
そ
の
幅
に
袖
口
の
裏
へ
の
折
返
え
り
一

・
七
セ
ン
チ
と
両
端
の
縫
代
と

は
袖
附
の
縫
目
は
あ
る
も
の
の
去
の
縮
細
の
方
に
は
な
く
、
身
頃
と
袖
は
一
一
陥
の
裂
か

し
て
一
セ
ン
チ
の
二
倍
を
加
え
れ
ば
山
て
く
る
。
こ
う
し
て
計
山
さ
れ
た
裂
悩
は
四
八

ら
と
っ
て
あ
る
こ
と
。

セ
ン
チ
前
後
と
な
る
。

で
、
図
版
I
、
二
九
一
号
図
版
I
、
挿
図
1
、

6
で
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
襟
首
に

襟
は

ω紺
〕
跡
地
銀
繋
ぎ
矢
車
文
鎧
下
着
と
同
じ
形
で
あ
る
こ
と
は
す
で
に
述
べ
た
と

こ
ろ
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら

ωω
の
曲
線
裁
ち
の
襟
は
、

一
枚
の
裂
が
二
つ
折
り
に
し
て

最
後
の
、
粕
査
の
結
果
判
明
す
る
小
差
は
、

そ
の
一
つ
に
、
襟
は

ωと
ωは
同
じ
形

44
、

私
J

は
左
右
に
く
る
み
釦
が
つ
い
て
お
り
、
共
裂
の
乳
、
即
ち
ル

l
プ
に
通
し
て
と
め
る
よ

そ
の
両
端
を
端
か
ら
六

・
五
セ
ン
チ
問
つ
ま
ん
で
丸
み
を
出
し
て
あ
る
。
襟
首
の
釦
留

う
に
な
っ
て
い
る
が
、

ωの
乳
は
共
裂
を
撚
っ
て
糊
で
固
め
て
あ
り
、

ωの
乳
は
現
今

一
枚
の
細
長
く
裁
断
し
た
小
裂
を
二
枚
に

の
乳
と
同
様
の
通
常
の
仕
立
て
方
の
乳
で
、

は

ωと
同
様
、
左
右
に
直
径

0
・
九
セ
ン
チ
、
厚
み

0
・
五
セ
ン
チ
の
共
裂
の
く
る
み

釦
が
つ
い
て
い
て
、
共
裂
の
乳
に
通
し
て
留
め
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
乙
の
乳
は
前

折
り
た
た
み
、
く
け
合
わ
せ
て
あ
る
υ

と
い
っ
た
も
の
が
あ
る
。
こ
の
小
差
に
関
し
て

述
し
た
よ
う
に
今
日
の
羽
織
の
乳
と
同
様
の
作
り
に
な
っ
て
お
り
、

、、コ工
2

4
4

J
4
f
'
品

μ
l
J

く
け

一
々
を
こ
こ
で
比
較
せ
ず
、

主
と
し
て

ωの
詳
述
を
行
い
、
す
で
に
「
上
」

(
美
術

研
究
二
九
一
号
〉
に
於
い
て
詳
述
し
た

ωと
の
照
合
比
較
を
適
宜
行
え
る
よ
う
な
便
法

』ま

目
が
下
に
つ
け
て
あ
る
(
図
版
I
、
挿
図

1
1「上」
、
美
術
研
究
二
九
一
号
三
二
頁
l
)
。

を
と
り
た
い
と
考
え
る
。

背
縫
の
折
被
せ
は
表
裂
と
も
今
日
で
い
う
正
常
な
方
が
上
(
美
術
研
究
一
一
一
一
八
号
二

O

幅
二

・
八
セ
ン
チ
、
全
長
九
七
セ
ン
チ
の
表
裂
と
共
の
紐
が
、
後
か
ら
前
に
ま
わ
し

て
結
ぶ
方
式
で
背
面
に
く
け
つ
け
て
あ
る
(
美
術
研
究
二
九
一
号
図
版
E
b
V

わ
な
が
上
、

頁
、
挿
図
3
参
照
〉
に
な
っ
て
い
る
。

縫
目
が
下
に
つ
け
て
あ
る
こ
と
、
そ
の
組
に
は
白
木
綿
の
芯
裂
が

ωと
同
様
な
方
法
で

入
っ
て
い
る
(
挿
図
7
、
「上」
、
美
術
研
究
二
九
一
号
三
六
頁
下
段
参
照
)
こ
と
は

ω利
一
跡
地

裾
脇
明
け
は
両
脇
と
も
前
は
左
右
と
も
十
二

・
五
セ
ン
チ
、
背
面
は
左
右
と
も
十
三

む
し
と
め

セ
ン
チ
裾
か
ら
上
方
ま
で
で
、
そ
の
位
置
に
薄
紅
色
絹
糸
で
虫
留
が
し
で
あ
る
。
袖
口

銭
繋
ぎ
矢
車
文
鎧
下
着
と
殆
ど
同
一
と
い
え
る
。
背
面
の
背
紐
っ
け
に
は
、
く
け
つ
け

た
上
を
挿
図
7
に
示
し
た
よ
う
に
鵜
色

S
撚
絹
糸
二
本
ど
り
で
、
鎧
下
着
の
一以
側
に
は

〈
平
袖
で
あ
る
が
)

は
、
表
裂
の
紅
縮
細
が
裏
へ
一

・
七
セ

Y
チ
前
後
返
っ
て
い
る
。
折

糸
が
出
な
い
よ
う
に
し
て

(ω
は
裏
側
に
も
糸
が
出
る
よ
う
に
し
て
あ
る
)
飾
り
縫
が
施
し

被
せ
は
裏
裂
の
紅
麻
が
上
側
。
袖
口
以
外
の
表
裂
と
裏
裂
の
縫
い
合
わ
せ
部
分
即
ち
前

て
あ
る
。

ωの
場
合
、

こ
の
飾
り
縫
は
挿
図
5

(
「
上
」
|
美
術
研
究
二
九
一
号
三
六
頁
照

身
頃

・
後
身
頃
の
裾
、
前
合
わ
せ
の
上
前

・
下
前
、
裾
脇
明
け
は
突
き
合
わ
せ
に
縫
い

合
|
〉
に
示
し
た
よ
う
に
、
飾
り
糸
を
単
に
掛
け
合
わ
せ
た
だ
け
で
進
行
し
て
い
る
が
、

合
わ
せ
て
あ
る
。
袖
口
、
相
な
ど
に
屡
々
見
ら
れ
る
沌
の
綿
お
さ
え
(
ふ
き
と
じ
)
の
と

こ
の

ωの
場
合
は

ωの
よ
う
に
掛
け
合
わ
せ
た
後
、
す
べ
て
の
個
所
で
更
に
糸
を
か
ら

め
糸
は
こ
の
綿
入
の
紅
縮
緬
鎧
下
着
に
は
何
処
に
も
行
わ
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。

ま
せ
て
飾
り
糸
を
動
か
ぬ
よ
う
に
し
て
あ
る
。
そ
の
か
ら
ま
せ
方
、
官
め
方
は
一詳
細
に

袖
口
の
縫
い
合
わ
せ
目
と
前
身
頃
の
打
ち
合
わ
せ
部
分
の
端
を
、
そ
れ
は
何
れ
も
縫
代

当
っ
た
と
こ
ろ
一
定
の
法
式
は
な
く
、

い
わ
ば
適
当
に
飾
り
糸
を
か
ら
ま
せ
て
動
か
ぬ

の
端
で
あ
っ
て
表
裂
と
裏
裂
の
聞
に
縫
い
込
ま
れ
て
い
る
部
分
で
あ
る
の
で
縫
目
の
間

よ
う
に
し
、
進
行
し
た
も
の
と
考
察
さ
れ
た
。

か
ら
針
を
入
れ
て
一
部
引
き
出
し
て
観
察
し
た
と
こ
ろ
、
そ
の
何
れ

の
端
も
織
耳
で
あ

縫
糸
は
紅
染
の
赤
S
撚
絹
糸
で
、
縫
目
は
二
枚
合
わ
せ
の
平
縫
が

0
・
二
セ
ン
チ
か
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美

制5
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九

四

究

ら
0
・
三
セ
ン
チ
、
く
け
同
が

0
・
七
セ
ン
チ
か
ら

0
・
八
セ
ン
チ
、
北
川
紐
つ
け
の
く

け
闘
が
約
一
セ
ン
チ
の
針
目
と
な
っ
て
い
る
。

(
表
裂

図
版

I
参
照
〉

後
染
の
紅
縮
緬
で
、
黄
色
の
下
染
の
後
、
紅
染
を
行

っ
た
も
の
と
考
察
さ
れ
る
。
槌

色
の
著
し
い
紅
と
し
て
は
色
を
よ
く
留
め
て
い
る
。
紅
染
に
関
す
る
鈴
木
孝
男
氏
の
考

察
、
並
び
に
摩
擦
に
よ
る
紅
の
剥
落
状
態
は
前
述
し
た
。
縮
緬
の
生
地
は
織
り
目
も
整

っ
て
お
ら
ず
、
比
較
的
薄
手
で
は
あ
り
上
質
と
は
い
い
難
い
が
、
わ
が
国
最
古
の
縮
緬

の
泣
n
川
資
料
と
し
て
極
め
て
貴
重
で
あ
る
。
二
越
の
縮
細
で
、
緯
糸
は

S
撚
と
Z
撚
の

強
撚
糸
が
二
越
ず
つ
交
互
に
入
っ
て
お
り
、
密
度
は
一
セ
ン
チ
聞
に
、
経
糸
は
四
四
本

前
後
、
総
糸
は
二
四
越
前
後
で
あ
る
。
裂
幅
は
前
述
し
た
よ
う
に
四
八
セ
ン
チ
前
後
で

あ
る
。

(
一
去
川
氏

凶
版
I
参
照
)

後
染
の
紅
一
胤
で
、
出
J

麻
で
あ
る
。
表
裂
の
紅
縮
細
同
様
、
槌
色
の
著
し
い
紅
染
の
遺

日
川
と
し
て
は
極
め
て
よ
く
色
を
留
め
て
い
る
費
重
な
資
料
で
あ
る
。
紅
染
に
関
す
る
鈴

木
孝
男
氏
の
考
察
、
並
び
に
背
中
に
当
る
部
分
の
発
汗
に
よ
る
し
み
あ
と
は
前
述
し

た
。
苧
麻
の
裂
地
と
し
て
は
上
質
で
、
密
度
は
一
セ
ン
チ
聞
に
、経
糸
は
二
六
本
前
後
、

料
糸
は
二
四
越
前
後
で
あ
る
。

(
品
川
紐
の
芯
裂
)

恐
ら
く

ω紺
麻
地
銀
繋
ぎ
矢
一
山
文
鎧
下
着
の
背
紐
の
芯
裂
と
同
一
位
の
も
の
で
あ
ろ

う
。
こ
の

ω紅
縮
緬
鎧
下
着
に
は
紐
に
も
ほ
こ
ろ
び
の
個
所
が
な
く
、
く
け
口
の
聞
か

ら
針
を
則
い
て
、
芯
裂
の
色
、
地
質
、
芯
裂
と
し
て
の
納
ま
り
方
を
観
察
し
た
に
す
ぎ

な
い
の
で
、
密
度
ま
で
は
判
明
し
な
か
っ
た
が
、

ωの
背
組
芯
裂
と
向
付
(
の
白
木
綿
と

机
ワ
奈
さ
れ
た
ハ
「
上
」
、
美
術
研
究
二
九
一
号
三
六

・
三
七
頁
参
照
)
。

一六

(3) 

伝
謙
信
所
用
自
平
絹
鎧
下
着
(
挿
図
8
、
9 
¥..J 
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節
織
の
白
平
絹
で
作
ら
れ
た
綿
入
れ
の
鎧
下
着
で
、
挿
図
8
で
見
ら
れ
る
よ
う
に

袖
に
三
角
の
楢
裂
が
入

っ
た
筒
袖
で
あ

白平絹鎧下着 (3)

山形

挿図8

実
用
本
位
の
も
の
と
言
え
よ
う
。

(
形
状
、
法
盆
、

パ
ー
立
て
十
点
)

移
犬
、

市寸

J
J』叶

は
一
覧
表
の

ω

(
「
上
」
仰
向
載
の

表
ー
ー
美
術
研

究
二
九
一
号

一
頁
|
〉

わ
な

法
よ旦

と
J市

上杉神社蔵

る
。
袖
の
形
と
丈
が
短
い
こ
と
以
外
は

そ
の
時
代
の
小
袖
と
殆
ど
変
ら
な
い
。

小
袖
と
の
比
較
で
は
拙
稿
「
伝
上
杉
謙

信
所
用
小
袖
十
二
領
l
伝
上
杉
謙
信
・

上
杉
景
勝
所
用
服
飾
類
調
査
報
告

(
美
術
研
究
二
二
八
サ
〉
を
参
照
さ

も
こ
、
口

、Z
ナ
J

、ν

一
義
も
表
と
共
裂
の
節
織
白
平
絹
で
、

裂
地
、
色
、
形
、
す
べ
て
が
純
然
た
る

b々

失測図|可平絹鎧下着 (3)挿図9

凶
9
の
実
測
凶
に
示
し
た
。
表
一
義
共
裂
の
白
地
の
も
の
で
あ
る
が
汚
れ
は
殆
ど
な
い
と



二
一
一
円
っ
て
よ
い
程
で
、
担
似
は
、
左
一
周
の
襟
附
か
ら
約
六
セ
ン
チ
の
位
民
に
、
長
代
約
一

-
五
セ
ン
チ
、
短
径
約

0
・
八
セ
ン
チ
の
破
損
、
上
前
の
妊
の
裏
側
に
剣
先
か
ら
約
四

二
セ
ン
チ
下
っ
た
位
山
に
長
径
約
二

・
五
セ
ン
チ
、
短
径
約
一

・
五
セ
ン
チ
の
破
損
の

跡
と
、
下
前
の
裾
の
一
足
側
に
、
長
径
約
八
セ
ン
チ
、
短
径
約
五
セ
ン
チ
の
大
き
な
破
損

と
凶
径
が
約

0
・
八
セ
ン
チ
か
ら
一

・
五
セ
ン
チ
の
小
さ
な
破
績
が
か
た
ま
っ
て
士
一
つ

あ
る
位
で
、
そ
の
他
は
保
守
状
態
の
よ
い
鎧
下
着
で
あ
る
。

綿
は
比
較
的
厚
く
入
っ
て
お
り
、
袖
口
、
裾
と
も
に
施
が
あ
り
、
袖
口
の
施
は
約
O

-
五
セ
ン
チ
、
裾
の
施
は
前
裾
は
一
セ
ン
チ
前
後
の
個
所
が
多
い
が
、
背
面
の
北
川
縫
下

の
栴
は
一

・
五
セ
ン
チ
あ
る
。
棲
先
は
尖
っ
て
い
る
。
背
縫
の
折
被
せ
は
表
一
辺
と
も
わ

れ
わ
れ
が
い
う
正
し
い
方
向
(
美
術
研
究
二
二
八
号
二
O
頁
、
掃
図
3
参
昭
り
に
な
っ
て
い

る
。
叩
ち
挿
図
9
の
実
測
図
に
示
し
た
よ
う
に
「
上
」
と
記
入
し
て
あ
る
側
が
向
く
な

っ
て
い
る
。
襟
の
く
け
目
の
側
(
挿
図
9
参
照
)
に
は
表
襟
に
綿
が
ふ
く
ま
せ
て
あ
り
、

一
袋
襟
が
く
け
つ
け
て
あ
る
。
裾
に
は
綿
の
と
じ
は
な
い
が
、
袖
口
に
は
、
内
側
三

・
三

セ
ン
チ
の
と
こ
ろ
に
、
袖
口
綿
の
と
じ
糸
が
、
約
三
セ
ン
チ

m隔
に
白
S
撚
利
糸
で

O

-
一
セ
ン
チ
か
ら

0
・
二
セ
ン
チ
の
針
目
で
見
ら
れ
る
。

縫
糸
は
比
較
的
細
い
白
S
撚
絹
糸
で

縫
目
は
、
平
縫
は
約

0
・
二
セ
ン
チ
の
針
日

が
揃
っ
て
お
り

く
け
日
は
約
一
セ
ン
チ
の
針
目
が
揃
っ
て
い
る
。

(
裂
地
)

表
と
一
お
と
は
共
裂
で
、
料
糸
に
節
糸
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

終
糸
も
比
較
的
太
口

で
、
糾
糸
よ
り
や
や
細
日
と
忠
わ
れ
る
程
度
。
窮
度
は
一
セ
ン
チ
問
に
、
経
糸
は

木
前
後
、
緯
糸
は
二
五
越
前
後
で
あ
る
。

(4) 

伝
謙
信
所
問
問
鉛
附
究
(
図
版

E
、

11 
¥‘ノ

挿
図
刊
、

向
の
鎖
頭
巾
と
共
に
実
戦
用
衣
料
で
、

具
足
の
下
に
着
込
ん
だ
も
の
で
あ
る
。
里
…

上
杉
家
伝
来
鎧
下
若
・
着
込
み
・
頭
巾
等
四
領
二
例

下

麻
地
に
鎖
が
縫
い
つ
け
て
あ
り
、
鎖
の
置
き
方
は
、
図
版

E
、
神
間
日
、
日
で
見
ら

れ
る
よ
う
に
一
屑
山
や
袖
山
な
ど
着
装
時
に
壌
を
取
っ
た
り
鍛
が
寄
っ
た
り
し
な
い
何

所
、
即
ち
裂
が
延
び
た
ま
ま
の
状
態
で
あ
る
と
こ
ろ
に
は
鎖
が
隙
間
な
く
ベ
タ
に
党

ベ
て
あ
り
、
袖
の
袖
下
や
脇
に
着
込
む
個
所
、
身
頃
の
胸
、
背
、
脇
な
ど
、
袋
を
と

り
、
微
を
寄
せ
て
着
込
む
個
所
に
は
、
袋
や
被
が
容
易
に
容
せ
ら
れ
る
上
、
着
装
上

鎖雄子 (4) 背面

山形上杉神社蔵

挿図10

で
は
腕
や
胴
を
隙
間
な
く
鎖
が
使

っ
て
ρ

J

『

1
1
1

4

、.
‘J
i一A
q-

-

、t、

て
防
禦
の
役
を
果
す
よ
う
に
、
一
二
・

1
セ

ン
チ
四
方
の
間
隙
を
こ
し
ら
え
て
並
べ
て

あ
る
(
掃
図
日
〉
。
更
に
袖
下
、
両
脇
は
縫

い
合
わ
せ
て
な
く
、
地
裂
の
麻
も
裁
ち
放

し
に
な

っ
て
い
る
の
は
、
着
込
む
時
の
調

節
や
実
戦
時
の
身
体
の
動
き
が
白
山
で
楽

で
あ
る
よ
う
に
と
の
考
慮
か
ら
で
あ
ろ

ぅ
。
何
分
三

・
九
キ
ロ
と
い
う
鎖
の
つ
い

た
重
い
衣
類
を

着
込
み
、

実
戦

に
臨
む
の
で
あ

る
か
ら
、
生
身

の
防
禦
は
充
分

鎖ql住子 (4)

に
果
し
た
上
、

如
何
に
着
や
す

挿図11

く
動
き
や
す
く

「
1
1
1
1
1
g
l
i
l
-
i
一
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美

研

四

号

術

九

究

の
上
で
の
計
算
が
精
密
に
な
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

(
形
状
、
法
量
、
仕
立
て
方
)

形
状
、
法
量
は
一
覧
表
の

ω(「
上
」
掲
載
の
表
1
|
美
術
研
究
二
九
一
号
一
三
頁
|
)
と

挿
図
日
の
実
測
図
に
示
し
た
。
破
損
個
所
は
図
版
E
、
挿
図
叩
で
見
ら
れ
る
よ
う
に
大

小
合
わ
せ

て
十
数
ヶ
所
あ
る
が
、

正
面
の
右
側
(
向
っ
て
左
側
)
に
大
き
い
破
損
が
比
較

的
集
中
し
て
見
受
け
ら
れ
る
。
何
れ
も
鎖
は
無
傷
で
地
裂
の
み
の
損
傷
で
あ
る
。
地
裂

は
苧
麻
糸
の
太
い
糸
で
織
っ
た
麻
裂
で
、

一
重
で
あ
る
。
先
ず
地
裂
の
背
縫
、
袖
附
、

襟
附
(
こ
れ
ら
の
縫
い
合
わ
せ
は
何
れ
も
通
常
の
縫
い
合
わ
せ
と
異
っ
て
紙
類
の
貼
り
合
わ
せ
の

よ
う
に
左
右
の
裂
を
平
に
重
ね
合
わ
せ
、
そ
の
上
か
ら
大
き
い
針
目
を
表
と
裏
に
出
し
て
綴
じ
て

あ
る
。
針
目
は
一
セ
ン
チ
か
ら
二
・
五
セ
ン
チ
の
不
揃
い
の
大
き
い
針
目
で
、
図
版
E
、
挿
図
叩

で
見
ら
れ
る
通
り
で
あ
る
。
〉
を
行
い
、
そ
れ
に
鎖
を
縫
い
つ
け
、
そ
の
後
で
袖
口
、
袖
下
、

両
脇
の
鎖
の
な
い
部
分
の
裂
を
縫
い
つ
け
て
い
る
(
こ
の
縫
い
つ
け
も
、
前
述
の
背
縫
、
袖

附
、
襟
附
同
様
に
貼
り
合
わ
せ
式
の
重
ね
縫
い
で
あ
る
〉
。
こ
の
鎖
の
な
い
部
分
の
裂
は
、
鎖

惟
子
全
体
か
ら
眺
め
る
と
恰
も
魚
の
鰭
の
よ
う
で
、
裂
の
端
は
ま
つ
っ
た
り
、

く
け
た

り
し
な
い
裁
ち
放
し
で
あ
る
。
こ
の
鰭
の
よ
う
な
部
分
は
、
恐
ら
く
重
い
鎖
の
部
分
を

固
定
さ
せ
て
お
く
た
め
の
役
目
を
持
っ
た
裂
で
あ
ろ
う
。
実
戦
の
は
げ
し
い
動
作
に

も
、
重
い
鎖
が
ず
れ
た
り
片
寄
っ
た
り
せ
ず
に
満
遍
な
く
身
体
に
覆
い
被
さ
っ
て
い
る

よ
う
に
考
え
ら
れ
た

'U休
に
巻
き
つ
け
る
よ
う
に
着
込
ま
れ
た
部
分
で
あ
っ
た
ろ
う
。

そ
の
た
め
袖
下
縫
、
脇
縫
は
せ
ず
、
裂
の
縫
い
合
わ
せ
も
貼
り
令
せ
の
よ
う
に
し
て
裂

の
重
り
が
二
重
で
と
ど
ま
る
よ
う
に
考
慮
し
、
端
も
裁
ち
放
し
で
、
あ
く
ま
で
も
平
に

(
ゴ
ロ
ゴ
ロ
せ
ず
に
〉
胴
体
や
腕
に
な
じ
み
や
す
く
し
て
あ
る
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
背

縫
、
袖
附
、
襟
附
に
行
わ
れ
て
い
る
貼
り
合
わ
せ
式
の
重
ね
縫
も
、

い
さ
さ
か
で
も
身

体
に
平
に
当
る
よ
う
配
慮
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
。
具
足
と
鎧
下
着
の
間
に
挟
ん

で
着
装
す
る
防
護
服
と
し
て
周
到
な
思
慮
が
考
じ
ら
れ
て
い
る
点
、
特
に
驚
歎
さ
せ
ら

れ
る
。

l¥. 

縫
糸
は
地
裂
の
縫
い
糸
も
、
地
裂
に
鎖
を
縫
い
つ
け
て
あ
る
糸
も
共
糸
で
、

Z
撚
の

56 

附
し
て
な
い
麻
ハ
苧
麻
〉
糸
で
あ
る
。

地
裂
の
重
ね
合
わ
せ
縫
の
針
目
は
一
セ
ン
チ
か

ら
二
・
五
セ
ン
チ
の
大
針
目
で
、
鎖
の
縫
い
つ
け
は
一
セ
ン
チ
か
ら
二
セ
ン
チ
間
隔
で

行
わ
れ
て
い
る
が
中
に
は

0
・
八
セ
ン
チ
位
の
間
隔
の
個
所
も
あ
る
。

〈
地
裂
の
裂
地
〉

こ
の
麻
は
糸
が
太
く
織
目
は
粗
い
が
苧
麻
で
あ
る
。
重
量
の
あ
る
鎖
を
縫
い
つ
け
る

地
裂
で
あ
る
た
め
、
そ
れ
に
適
す
る
よ
う
丈
夫
な
繊
維
の
苧
麻
を
太
糸
に
し
て
利
く
平

織
に
織
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
経
糸
は

S
撚
、
総
糸
の
撚
は
不
詳
、
密
度
は
一
セ
ン

チ
間
に
、
経
糸
は
十
本
前
後
、
緯
糸
は
八
越
前
後
で
あ
る
。
後
染
の
黒
で
あ
る
。

(
袖
口
、
袖
下
、
両
脇
の
裂
地
)

側
一
の
縫
い
つ
け
て
な
い
部
分
の
裂
地
で
、
鎖
の
縫
い
つ
け
て
あ
る
地
裂
と
川
秘
に
苧

麻
の
平
織
で
、
後
染
の
黒
で
あ
る
が
織
目
が
密
で
あ
る
。
経
糸
、
総
糸
共
に

S
撚
で
、

密
度
は
一
セ
ン
チ
聞
に
、
経
糸
は
十
六
木
前
後
、
続
糸
は
十
四
川
一前
後
で
あ
る
。

(5) 

伝
謙
信
所
用
烏
帽
子
形
白
綾
頭
巾
(
図
版

E
、

w
a、
掃
図
ロ
〉

図
版

E
a
は
斜
め
前
、

あ
げ
ま
さ

b
は
背
面
で
あ
る
。
松
竹
梅
が
地
文
の
臼
綾
製
で
、
総
角

は
赤
で
あ
る
。
図
版
で
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
形
と
し
て
は
烏
帽
子
と
い
う
よ
り
も
桃

山
時
代
の
風
俗
画
、
例
え
ば
狩
野
長
信
筆
の
花
下
遊
楽
図
な
ど
に
、
女
が
長
い
布
で

頭
を
街
形
に
巻
い
て
い
る
形
に
似
て
い
る
。

尖

っ
た
烏
帽
子
形
部
分
の
高
さ
が
四
二
セ
ン
チ
(
山
川
市
の
一川
さ
、
正
一
聞
は
五
五
セ
ン

チ
あ
る
。
)
も
あ
り
、

そ
の
形
に
合
わ
せ
て
中
に
畿
を
粗
く
編
ん
だ
竹
龍
の
よ
う
な
も

の
が
入
れ
て
あ
る
。
尾
を
引
い
た
よ
う
に
長
く
垂
れ
て
い
る

二
枚
の
裂
は
、

正
面
の

蝶
結
び
風
な
飾
り
か
ら
続
い
て
い
る
裂
で
、
幅
は
約
二

0
セ
ン

チ
、
垂
れ
の
長
さ
は



左
右
と
も
ほ
ぼ
一
メ
ー
ト
ル
、
実
に
派
手
や
か
な
白
頭
巾
で
、

こ
れ
を
通
し
て
連
想

の
で
あ
る
。
銭
は
二
本
の
垂
れ
飾
り
の
先
端
に
も
裂
を
張
ら
せ
る
た
め
に
巻
き
込
ま
れ

て
あ
る
。

さ
れ
る
の
は
、
昔
か
ら
川
巾
島
合
戦
の
図
と
い
う
と
必
ず
現
わ
れ
て
く
る
白
布
で
頭

烏
帽
子
形
部
分
の
白
綾
は
横
裂
が
使
っ
て
あ
る
。

即
ち
鳥
川
子
形
の
山
さ
に
裂
似
を

詳
か
で
な
い
が
何
と
も
興
深
い
遺
品
で
あ
る
。

を
包
ん
だ
謙
信
の
姿
で
、
実
際
に
は
こ
の
白
綾
頭
巾
を
ど
の
よ
う
に
用
い
た
も
の
か

あ
と
は
円

ヘ
修
犬
、

/
Y
4
1
4
J
q
 

法
長
、

仕
立
て
カ
)

当
て
て
あ
る
。

そ
の
尖
端
は
三
セ
ン
チ
間
を
折
り
畳
ん
で
始
末
し
て
あ
り
、

錐
形
を
左
脇
後
方
の
縫
目
(
押
え
縫
い
、

0
・二

1
0
・
三
セ
ン
チ
の
針
目
)
で
形
作
っ
て

い
る
。
正
面
の
結
び
目
よ
り
や
や
上
方
に
裂
の
接
ぎ
目
が
あ
り
、

0
・
一
rH一
セ
ン
チ
前

後
の
細
か
い
針
目
で
押
え
縫
い
が
し
で
あ
る
。

烏
帽
子
形
部
分
の
横
裂
に
接
ぎ
合
わ
さ

形
状
、
法
量
は
一
覧
表
の
例
(
「
上
」
掲
載
の
表

2
1美
術
研
究
二
九
一
号
一
三
頁
l
)
と

挿
図
ロ
の
実
測
図
に
示
し
た
。
破
損
個
所
は
図
版
皿
で
見
ら
れ
る
よ
う
に
前
頭
部
に
大

れ
た
こ
の
裂
は
前
の
蝶
結
び
風
な
飾
り
か
ら
後
方
へ
ま
わ
り
二
木
の
垂
れ
飾
り
と
な
る

一
統
き
の
裂
の
一
部
と
忠
わ
れ
る
が
、
結
び
飾
り
の
数
ヶ
所
の
抑
め
に
遮
ら
れ
て
詐
ら

為
こ
よ
h

フ
工
、
。

ヵ
l
f
p
J
J
し

小
四
ヶ
所
、

左
側
而
に
比
較
的
大
き
く
一
ヶ
所
、
烏
帽
子
形
の
尖
端
に
一
ヶ
所
と
何
れ

正
面
の
蝶
結
び
風
な
飾
り
は
側
面
か
ら
背
面
に
ま
わ
り
、
後
頭
部
で
適
当
に
幣
え
ら

も
摩
擦
に
原
因
す
る
よ
う
な
す
り
切
れ
の
損
傷
が
あ
り
、
垂
れ
飾
り
の
先
端
に
は
二
本

れ
て
、
そ
の
部
分
に
紅
染
角
打
紐
の
総
角
が
つ
け
ら
れ
、
そ
し
て
二
木
の
長
い
訣
れ
飾

な
く
良
好
な
保
存
状
態
で
あ
る
。

と
も
巻
き
込
ん
で
あ
る
銭
が
突
き
出
て
い
る
小
さ
な
破
損
が
あ
る
位
で
、
汚
れ
も
殆
ど

り
(
右
側
九
五
セ
ン
チ
、
左
側
一

O
八
セ
ン
チ
)
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
一
統
き
の
長
い
裂

一
一
帽
の
裂
を
二
つ
折
り
に
し
て
あ
り
、
二
つ
折
り
に
し
た
幅
が
一
九
・
五
J
二
0

セ
ン
チ
と
な
っ
て
い
る
。
二
つ
折
り
の
部
分
は
こ
の
頭
巾
の
場
介
、
耳
の
側
は
両
耳
を

た
だ
烏
帽
子
形
部
分
に
入
れ
て
あ
る
竹
籍
状
の
畿
に
は
内
側
か
ら
白
い
和
紙
が
全
面

U土

に
当
て
で
あ
っ
た
(
即
ち
当
初
は
表
の
白
綾
と
裏
の
白
和
紙
の
聞
に
銭
が
入
っ
て
い
た
)
痕
跡

が
明
ら
か
で
、
そ
の
和
紙
は
現
在
で
は
殆
ど
が
破
損
し
て
お
り
、
ご
く
僅
か
の
部
分
だ

介
わ
せ
縫
っ
て
表
に
か
え
し
、
そ
の
上
か
ら
一
・
五
ミ
リ
前
後
の
細
か
い
針
口
の
平
縫

で
抑
さ
え
縫
い
し
て
あ
り
、
わ
な
の
側
に
も
耳
側
と
同
様
、
細
か
い
針
日
の
平
縫
で
上

け
が
銭
を
覆
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
烏
附
子
形
の
裏
、
即
ち
内
側
か
ら
、
中
に
入
れ
ら

上
杉
家
伝
来
鉛
下
活
・
若
込
み

・
頭
巾
等
四
領
ニ
個

実測図

れ
て
い
る
目
の
粗
い
竹

か
ら
押
さ
え
縫
い
が
し
で
あ
る
。
蝶
結
び
風
の
正
面
の
飾
り
も
、
側
而
に
ま
わ

っ
た
佃

寵
状
畿
が
観
察
さ
れ
る

所
も
、
背
面
の
総
角
の
下
に
な
っ
て
い
る
部
分
も
、
こ
の
一
統
き
の
裂
は
処
々
に
丹
念

烏帽子形白綾頭巾(5)

紫
な
め
し
革
紐

二
本
と
も
巾
M
長
さ
初

に
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
ほ
ど
形
を
整
え
る
た
め
の
留
が
行
わ
れ
て
お

り
、
留
の
糸
の
切
れ
た
部
分
で
も
あ
れ
ば
精
査
は
更
に
進
め
ら
れ
る
の
で
あ

る
が
そ
れ
も
か
な
わ
な
い
状
態
で
あ
る
。

正
面
の
蝶
結
び
胤
な
飾
り
の
部
分

に
は
、
張
り
を
も
た
せ
る
た
め
に
芯
と
し
て
和
紙
ら
し
い
も
の
が
入

っ
て
い

る
(
調
査
は
裂
の
上
か
ら
の
触
感
と
針
を
刺
し
て
の
感
覚
で
行
っ
た
〉。

挿図12

頭
囲
り
は
銭
の
頭
囲
り
部
分
の
内
側
が
七

0
セ
ン
チ
あ
り
、
誠
一
い
の
仙
の

頭
巾
か
ら
推
測
す
る
(
「
上
」
掲
載
の
表

2
1美
術
研
究
ニ
九
一
円
V
一
三
頁
l
)
と
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美

研

四

n 
-，-;-

術

究

九

じ
か
に
被
る
頭
巾
よ
り
十
二
、
三
セ
ン
チ
大
き
い
の
で
、
側
一
頭
巾
と
か
兇
の
上
に
被
っ

た
も
の
で
あ
ろ
う
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。

縫
糸
は
白
Z
撚
絹
糸
で
、
縫
目
は
抑
え
縫
の
平
縫
が
多
く
川
い
ら
れ
て
お
り
、
針
目

は
細
か
く
、
烏
帽
子
形
部
分
の
縫
目
が

0
・
二
J
0
・
三
セ
ン
チ
、
後
は

0
・
一
五
セ

ン
チ
前
後
で
あ
る
。

(
裂
地
〉

も
ん
た
け
註
お

松
竹
梅
が
地
文
の
白
絞
で
、
文
丈
は
七
セ

ン
チ
の
例
所
が
多
い
が
、
打
ち
込
み
の
ゆ

註

幻

く

わ

ま

は

ば

註

お

る
い
例
所
も
あ
っ
て
七

・
五
セ
ン
チ
の
と
こ
ろ
も
あ
る
。
案
問
幅
は
八
セ
ン
チ
前
後
、

玉
案
聞
で
あ
る
。

組
織
は
地
は
経
の
六
枚
絞
で
/
(
右
上
り
〉

文
は
料
の
六
枚
紋
で
¥

(
左
上
り
)
、
密
後
は
一
セ
ン
チ
問
に
、

経
糸
は
四
八
木
前
後
、
料
糸
は
三

O
M
M前
後
で

あ
る
。
裂
幅
は
四

0
セ
ン
チ
前
後
。

(
総
角
の
組
)

一
辺
が
約
一
セ
ン
チ
の
角
打
ち
の
紐
で
、
紅
染
の
糸
で
組
ん
で
あ
る
。
紐
や
総
の
外

側
(
表
面
)
が
槌
色
し
て
い
る
が
内
側
は
紅
の
鮮
や
か
さ
を
保
っ
て
い
る
。

(6) 

く
さ
り
ず
さ
ん

伝
謙
信
所
用
鎖
頭
巾
(
図
版
W
b
、
掃
図
日
〉

鎖
惟
子
同
様
に
実
戦
用
の
頭
巾
で
、

兜
や
前
出
の
烏
帽
子
形
山
綾
頭
巾

(ω
)の

よ
う
な
頭
巾
の
下
に
被

っ
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
鎖
頭
巾
は
表
面
は
黒
綿
子
で
あ
る

註
却

が
黒
染
が
鉄
媒
染
で
あ

っ
た
た
め
朽
損
し
て
い
る
の
で
、
本
来
な
ら
ば
黒
締
子
の
下

に
あ

っ
て
見
え
な
い
筈
の
綿
(
真
綿
)
や
鎖
、

鎖
を
縫
い
つ
け
た
地
裂
の
麻
が
図
版

で
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
露
出
し
て
い
る
。

鎖
は
鎖
雌
子
(
川
何
)
の
一
屑
山
や
袖
山
な
ど

と
同
様
、
隙
間
な
く
地
裂
に
縫
い
つ
け
て
あ
る
。
頭
か
ら
首
に
か
け
て
襲
も
敏
も
苓

せ
な
い
で
す

っ
ぽ
り
被
る
よ
う
に
作
つ
で
あ
る
頭
巾
で
あ
る
か
ら
、

こ
の
よ
う
に
全

二

O

体
に
ベ
タ
に
鎖
を
縫
い
つ
け
て
あ
っ
て
至
当
で
あ
ろ
う
。
こ
の
地
裂
の
麻
は
染
め
て
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も
な
く
晒
し
て
も
な
い
茶
色
の
麻
(
苧
麻
)
で
、

表
の
黒
締
子
と
こ
の
鎖
の
縫
い
つ

け
で
あ
る
麻
裂
と
の
間
に
は
綿
が
入
っ
て
い
る
。

な
お
、

こ
の
.
頭
巾
に
は
一
番
内
側
に
、
頭
囲
り
五
八
セ
ン
チ
、
深
さ
二
一
セ
ン
チ

の
黒
嬬
子
丸
形
頭
巾
を
被
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
図
版
で
正
面
の
額
の
部
、分
に
見

え
る
の
が
そ
の
頭
巾
の
一
部
で
あ
る
。
こ
の
丸
形
頭
巾
は
頭
に
密
着
す
る
よ
う
な
形

で
、
六

セ
ン
チ
幅
の
縁
取
が
額
か
ら
後
頭
部
に
か
け
て
鉢
巻
の
よ
う
に
囲
っ
て
い

る
。
中
に
は
和
紙
の
芯
が
入
っ
て
お
り
、
裏
は
節
織
の
浅
葱
平
絹
で
あ
る
。
重
量
は

中
の
丸
形
頭
巾
も
共
で
七
六

0
グ
ラ
ム
と
か
な
り
重
い
。
紙
芯
の
入
っ
た
中
頭
巾
を

先
ず
被
り
、
次
に
、
鎖
が
間
隙
な
く
縫
い
つ
け
て
あ
る
麻
裂
と
真
綿
の

二
重
の
屑
を

持
つ
黒
締
子
の
鎖
頭
巾
を
い
た
だ
き
、

そ
の
上
に
兜
の
類
を
つ
け
る
と
い

っ
た
頭
部

を
護
る
に
周
到
な
武
装
が
、
先
の
鎖
惟
子
を
着
込
ん
だ
胴
体
の
武
装
の
民
間
さ
と
共

に
た
の
も
し
い
感
じ
を
抱
か
せ
る
。

(
形
状
、
法
室
、
仕
立
て
方
)

形
状
、
法
量
は
一
覧
表
の
例
(
「
上
」
掲
載
の
表
2

|
美
術
研
究
二
九
二
三
二
頁
l
〉
と

抑
図
日
の
実
測
図
に
示
し
た
。
現
状
は
表
裂
の
黒
絹
子
が
殆
ど
形
を
と
ど
め
な
い
ま
で

に
朽
損
し
、
そ
の
す
ぐ
下
居
の
綿
の
府
も
破
損
乃
至
は
片
詐
り
の
状
態
で
、

そ
の
た
め

更
に
一
段
下
回
川
の
鎖
と
そ
の
鎖
が
縫
い
つ
け
て
あ
る
麻
裂
が
露
呈
し
て
い
る
。

後
の
中
央
が
一

0
・
五
セ
ン
チ
剖
つ
で
あ
り
、
前
に
は
幅
一

・
四
セ
ン
チ
、
長
さ
コ
一

0
セ
ン
チ
の
紫
な
め
し
革
の
紐
が
左
右
に
つ
け
て
あ
る
。

鎖
は
地
裂
に
縦
、
横
と
も
に
二
セ
ン
チ
間
隔
位
で
縫
い
つ
け
て
あ
る
が
、
そ
の
縫
附

け
で
あ
る
糸
は
目
径
が

0
・
二
セ
ン
チ
も
あ
る
細
組
と
も
-J
え
る
よ
う
な
太
い
附
し
て

な
い
Z
撚
木
綿
糸
で
あ
る
。
麻
の
部
分
の
縫
糸
(
縁
の
縫
代
を
押
え
縫
い
し
た
部
分
に
凡
ら



れ
る
)
は
、
附
し
て
な
い

Z
撚
麻
糸
で
、
約
三

・
五
セ
ン
チ
幅
・
の
紙
の
縫
代
は
、
一
セ
ン

チ
前
後
と

0
・
三
セ
ン
チ
前
後
の
大
小
交
互
の
針
目
で
押
え
縫
い
が
行
わ
れ
て
い
る
。

表
裂
の
黒
締
千
部
分
の
縫
糸
は
蔚
黄
Z
撚
絹
糸
で
、
そ
の
黒
縞
子
裂
の
接
ぎ
合
わ
せ

ら
し
い
縫
目
に

0
・
二
セ
ン
チ
前
後
の
平
縫
の
針
目
が
見
ら
れ
る
。

川
以
頭
巾
の
下
に
被
る
中
一
部
巾
も
表
裂
が
黒
綿
子
で
あ
る
の
で
損
傷
が
著
し
い
が
、
鎖

以
巾
の
表
裂
に
比
較
す
れ
ば
残
存
部
分
も
は
る
か
に
多
い
。
経
文
の
よ
う
な
文
字
が
書

き
込
ま
れ
て
い
る
紙
の
芯
が
二
重
に
な
っ

て
入

っ
て
お
り
、
額
か
ら
後
頭
部
に
か
け
て

は
鉢
巻
状
の
裂
が
困
り
、
頭
に
密
昔
一
泊
す
る
よ
う
な
形
の
頭
頂
部
分
は
六
枚
は
ぎ
に
な
っ

註
mm

て
い
る
。
六
枚
は
ぎ
の
縫
い
合
わ
せ
は
く
け
目
で
あ
ろ
う
か
、

一
・
三
セ
ン
チ
J
一
・

八
セ
ン
チ
の
大
き
い
針
口
で
あ
る
。
そ
の
他
の
部
分
の
縫
目
は
、
平
縫
が

0
・
二
J
O

-
三
セ
ン
チ
、
く
け
は
が
一

・
二
J
一
・
一
一
一
セ
ン
チ
の
針
目
と
な
っ
て
い
る
。
縫
糸
は

淡
葱
Z
撚
絹
糸
が
川
い
て
あ
る
。

(
鎖
頭
巾
の
裂
地
)

去
裂
の
黒
紹
子

l
l五
枚
経
紙
子
の
よ
う
で
あ
る
が
、
そ
の
他
は
損
似
が
甚
だ
し
く
不

一
昨
で
あ
る
。

似
の
縫
い
つ
け
て
あ
る
地
裂
|
|
附
し
て
な
い
麻
で
苧
麻
の
裂
で
あ
る
。
従
っ
て
色
は

苧
麻
の
自
然
色
で
薄
茶
色
、
粗
い
織
目
の
平
織
で
、
経
糸
は
S
撚、

緯
糸
は
経
糸
よ

り
や
や
太
く
、
撚
は
不
詳
。
密
度
は
一
セ
ン
チ
問
に
経
糸
は
一
三
木
前
後
、
糾
糸
は

一
一
組
前
後
で
あ
る
。

(
小
頭
巾
の
裂
地
)

ぃ
衣
裂
の
黒
絹
子

l
l
z撚
経
糸
の
五
枚
経
絹
子
で
、
密
度
は
一
セ
ン
チ
川
に
、
経
糸
は

一
O
O本
J
一一

O
木
位
、
総
糸
は
三
六
越
前
後
で
あ
る
。

以
裂
の
薄
浅
葱
平
絹
l
l
l後
染
の
痔
浅
葱
平
絹
で
、
節
糸
を
使

っ
て
あ
る
節
織
で
あ

上
杉
家
伝
来
鎧
下
着

・
着
込
み

・
頭
巾
等
四
領
二
個

下

る
υ

山
町
い
は
は
一
セ
ン
チ
川
に
、
経
糸
は
二
四
本
前
後
、
総
糸
は
二
二
越
前
後
で
あ

る

四

む
す
び

叔
上
で
上
杉
家
伝
来
の
武
装
服
飾
中
す
で
に
美
術
研
究
二
八
六
号
に
於
て
報
告
発

表
十
み
の
陣
羽
織
を
除
く
六
点
、
即
ち
鎧
下
着

・
着
込
み

・
頭
巾
等
問
領
二
個
の
調

査
を
7
J

え
、
そ
れ
ぞ
れ
に
武
装
服
飾
と
し
て
の
得
難
い
貴
重
な
資
料
で
あ
る
こ
と
を

確
殺
し
た
の
で
あ
る
が
、
中
に
は
景
勝
所
用
と
し

て
伝
え
ら
れ
て
い
る
二
領
の
鎧
下

着
の
よ
う
に
、

一
領
は
多
色
型
染
と
し
て
、
他
の
一
領
は
縮
緬
と
し
て
、
共
に
わ
が

国
最
十
円
の
遺
品
資
料
で
あ
る
と
い
っ
た
染
織
史
上
特
筆
す
べ
き
事
項
も
含
ま
れ
て
い

る
の
で
あ
っ
た
。

そ
の
二
つ
の
事
項
、
即
ち
多
色
型
染
と
縮
緬
、
加
え
て
鎧
下
着
で
あ
る
と
い
っ
た

三
面
か
ら
、
年
代
は
多
少
下
る
が
恰
好
の
対
照
資
料
の
優
品
が
あ
る
の
で
、
こ
こ
に

紹
介
し
た
い
と
考
え
る
。

そ
れ
は
東
照
宮
御
譲
り
と
し
て
尾
州
・
徳
川
家
に
伝
来
し
た
徳
川
禁
明
会
所
蔵
、

徳
川
美
術
館
保
管
の
「
黄
縮
緬
根
芹
雪
輪
小
紋
袷
」
で
、
調
査
は
下
前
妊
附
の
縫
目

が
一
一
メ

ー
ト
ル
前
後
ほ
こ
ろ
び
て
い
た
昔
日
に
一

度
と
、
ほ
こ
ろ
び
部
分
も
繕
ろ
わ

れ
で
い
た
今
回
と
の
計
二
度
に
亙
っ
た
精
査
で
あ
る
。
調
査
に
際
し
一
方
な
ら
ず
御

世
話
に
な

っ
た
徳
川
禁
明
会
の
徳
川
義
宣
専
務
理
事
、
並
び
に
徳
川
美
術
館
の
熊
沢

五
六
館
長
ほ
か
学
芸
員
諸
氏
の
御
好
意
と
御
協
力
を
深
謝
し
報
告
に
入
り
た
い
と
思

こ
の
衣
料
の
呼
称
は
徳
川
家
明
会
の
名
称
で
あ
り
、
掲
載
写
真
(
図
版

ぅ
J

な
お
、

V
)
一
は
同
会
原
板
の
焼
付
で
あ
る
。
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東
照
宮
御
一
歳
黄
縮
緬
根
芹
雪
輪
小
紋

袷

(
図
版

V
、
挿
図
日
比
、

15 
¥.J 

輪
散
ら
し
に
雪
輸
を
置
き
、

そ
の
上
に
根
芹
が
そ
れ
ぞ
れ
勝
手
な
方
を
向
き
な
が

ら
も
恰
も
互
の
目
に
並
ん
で
い
る
か
の
よ
う
に
バ
ラ
ン
ス

よ
く
配
さ
れ
て
い
る
。
生

註
却

気
に
溢
れ
た
根
芹
の
図
様
、
芹
の
花
の
扱
い
と
散
ら
し
方
、
そ
れ
ら
を
巧
み
に
雪
輪

に
組
ま
せ
て
リ
ズ
ミ
カ

ル
に
四
方
に
進
行
さ
せ
て
い
る
こ
の
連
続
文
様
は
文
様
と
し

て
も
傑
作
で
あ
る
。

澄
が
か

っ
た
黄
色
地
に
、
藍
、
薄
藍
、
茶
色
の
三
色
で
文
様
が
あ
ら
わ
さ
れ
て
い

る
。
上
杉
家
伝
来
の
伝
景
勝
所
用
紺
麻
地
銀
繁
ぎ
矢
車
文
鎧
下
着
(
木
稿
の

ω、
美
術

研
究
二
九

一
号
掲
載
の
「
上
」
参
照
)
と
同
様
、

形
染
で
多
色
染
が
行
つ
で
あ
る
。

現

在
の
と
こ
ろ
、
室
町
か
ら
桃
山
、
江
戸
初
頭
に
か
け
て
の
型
染
遺
品
資
料
で
多
色
染

が
行
つ
で
あ
る
の
は
こ
の
二
点
だ
け
で
、

そ
の
意
味
で
も
極
め
て
貴
重
な
資
料
だ
と

会
一
口
え
る
。

〈
観
察
並
び
に
推
測
染
色
法
)

前
述
し
た
よ
う
に
初
回
の
剥
査
時
に
は
下
前
妊
附
の
縫
目
が
ほ
こ
ろ
び
た
ま
ま
の
状

態
で
あ
っ
た
の
で
、
裂
地
の
一
袋
面
も
観
察
で
き
、
そ
の
た
め
染
色
、
仕
立
て
方
な
ど
解

明
点
が
多
か

っ
た
。

表
か
ら
の
観
察
ー
ー
ー
地
は
控
色
が
か
っ
た
黄
色
で
、
雪
輪
と
芹
の
茎
は
赤
味
の
多
い

茶
色
、
汗
の
根
は
茶
色
と
薄
藍
、
汗
の
葉
は
簿
藍
と
藍
が
約
半
々
位
の
割
合
で
、
芹
の

花
の
大
き
い
方
は
輪
郭
と
巾
心
の
点
が
茶
色
で
花
弁
内
の
点
が
藍
に
な
っ
て
お
り
、
芹

の
花
の
小
さ
い
方
は
簿
藍
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
場
合
、
薄
藍
は
黄
色
地
に
重
ね
て
あ

る
の
で
総
に
見
え
る
。
こ
れ
ら
を
色
別
に
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

黄縮緬根芹雪輪文型染「星」

説明図(図版Vb照合〉

星

J~ 

星ム旦J 噌喧 12n_ir "-寸 …“

d 

旬，_.'星
イ

星
イ/

挿図14

紐
frjl 5cm 
l~長さ各108cml

釦直径1.0cm

茶
色
(
赤
茶
〉
|
雪
輪
、
芹
の
茎
、
芹
の
根
、

60 

大
き
い
花
の
輪
郭
と
中
心
の
点

小
さ
い
花

薄
藍
(
緑
に
見
え
る
〉
|
芹
の
葉
、

藍
ー
芹
の
葉
、

t

下
内
ノ
口
氏
、

7
J
6
+rh 

大
き
い
花
の
花
弁
内
の
点

型
紙
の
星
は
挿
図
日
に
示
し
た
よ
う
に
、

。百

チ に
-ニ
佃
ず
つ
(
間
隔
は
、
向
っ
て
左
か
ら
八

・
五
セ
ン

一
一
・
八
セ
ン
チ
)
、
竪
一
一
セ

ン
チ
の

川
隔

で
見
ら
れ
る
。
星
は
茶
色
の
上
に
薄
藍
、
藍
と
色

/フキ0.2-0.3
上一一

が
重
っ
て
い
る
の
で
型
付
が
そ
の

順
で
行
わ
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ

る
。
即
ち
地
染
の
黄
色
の
上
に
茶

一・ー・ーは下前

色
、
薄
藍
、
藍
の
順
で
摺
染
し
た

こ
と
が
観
察
さ
れ
る
。
こ
の
中
、

茶
色
部
分
の
文
様
は
型
紙
を
二
枚

黄縮緬根芹雪輪小紋袷実測図

は
必
要
と
す
る
か
ら
、
こ
の
文
様

の
型
付
は
三
色
で
故
小
四
枚
の
摺

型
を
使

っ
て
い
る
。

一畏
か
ら
の
観
察
l

l
表
面
は
表

の
地
色
の
黄
と
同

の
濃
度
で

(
現
状
は
表
は
槌
色
が
幾
ら
か
あ
っ

て
茶
っ

ぽ
く
見
え
る
が
裏
は
鮮
や
か

挿図15

な
黄
色
で
あ
る
〉
あ
る
か
ら
こ
の
地

染
は
引
染
め
で
な
く
以
染
で
あ
る

こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
更
に
裏

は
黄
色
無
地
で
あ
る
か
ら
こ
の
裂



の
文
様
は
、
表
か
ら
の
制
筏
と
総
合
し
て
次
の

よ
う
な
製
作
に
成
る
も
の
と
考
察
さ
れ

衷
に
紅
の
平
絹
が
通
し
裂
で
つ
け
て
あ
る
袷
仕
立
で
、
室
町

・
桃
山
の
給
仕
立
の
大

スU
。

部
分
の
も
の
に
見
ら
れ
る
四
つ
縫
は
一
ヶ
所
と
し
て
な
い
。
こ
の
四
つ
縫
の
調
査
は
以

前
ほ
こ
ろ
び
の
あ
る
時
代
に
、
裂
を
見
る
こ
と
も
山
来
て
容
易
に
各
所
に
当
れ
た
が
、

先
ず
黄
色
の
以
染
で
地
染
が
な
さ
れ
、
次
に
表
に
型
付
に
よ
っ
て
文
様
が
す
べ
て
摺

背
縫
、
脇
縫
、
袖
附、

妊
附、

袖
附
と
四

つ
縫
可
能
な
例
所
は
何
れ
も
表
と
一
訟
は
別
々

染
で
行
わ
れ
る
。
型
紙
は
一
か
え
り
一
一
セ
ン
チ
で
、

一
幅
に
三
個
並
ん
で
い
る
口
星

に
縫
い
合
わ
せ
て
あ
っ
て
、
後
で
と
じ
つ
け
で
あ
っ
た
。

で
当
っ
て
引
が
送
ら
れ
て
い
る
。
文
様
の
色
は
三
色
で
、
茶
(
赤
茶
〉
、
薄
藍
(
黄
色
地
の

燃
は
上
杉
家
伝
来
の
鎧
下
着
二
領

(ωω)
と
同
様
な
山
総
裁
ち
の
立
校
で
あ
る
が
、

上
な
の
で
緑
に
見
え
る
)
、
藍
の
順
に
型
付
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

型
紙
は
茶
色
部

株
も
前
の
重
り
と
同
様
に
打
ち
合
わ
せ
と
な
っ
て
お
り
、
表
裂
で
く
る
ん
だ
く
る
み
釦

分
の
文
様
に
以
小
二
枚
は
必
要
で
あ
る
か
ら
最
小
四
枚
は
使
わ
れ
て
い
る
。
型
紙
四
、

L
ふ
L
噌

E-a

一
一
三
位
つ
d

五
枚
を
川
い
て
型
付
し
た
m
m
染
の
文
様
で
あ
る
。
上
杉
家
伝
来
の

ω紺
麻
地
銀
繋
ぎ
矢

の
官
め
は
乳
(
ル
l
プ
〉
で
は
な
く
穴
か
が
り
さ
れ
た
釦
穴
で
あ
る
。
釦
は
山
径
一
セ
ン

チ、

一昨
み

0
・
五
セ
ン
チ

で
上
杉
家
伝
来
の
二
領
の
く
る
み
釦
と
大
き
さ
は
ほ
ぼ
同
じ

山
文
鎧
下
着
の
染
色
に
川
い
ら
れ
て
い
る
糸
目
糊
や
伏
糊
の
型
付
は
こ
の
場
合
は
な

で
あ
る
が
、
こ
ち
ら
は
釦
の
中
央
に
表
か
ら
裂
に
通
る
針
の
通
る
穴
が
山
い
て
い
る
ら

し、

し
く
、
そ
こ
に
穴
糸
の
よ
う
に
太
い
議
紅
色
の

S
撚
利
糸
が
表
か
ら
引
に
迎

っ
て
お

(
形
状
、
法
室
、
仕
立
て
方
)

り
、
そ
の
部
分
は
糸
に
締
め
ら
れ
て
釦
を
く
る
ん
だ
表
裂
が
く
ぼ
ん
で
い
る
。
穴
か
が

り
は
別
代
の
穴
か
が
り
と
同
一
方
法
の
よ
う
に
観
察
さ
れ
た
。
燃
の
史
む

」

り

の

紘

形
状
、
法
量
は
抑
凶
日
の
尖
測
図
に
示
し
た
が
、
身
丈
が
一
五
回

・
五
セ
ン
チ
と
非

に
、
片
面
(
外
側
)
だ
け
に
針
目
が
出
て
、
平
縫
の
飾
り
縫
が
施
し
て
あ
る
。
紅
色
S
撚

引
に
長
く
、
袖
下
の
山
線
が
注
目
を
ひ
く
袷
仕
立
の
衣
服
で
あ
る
。
丈
の
長
い
の
は
兵

組
糸
で
針
目
は

0
・
四
セ
ン
チ
前
後
で
あ
る
。
と
れ
は
飾
り
縫
か
、

必
要
な
縫
円
か
定

足
の
下
に
着
込
む
も
の
と
し
て
各
人
着
心
地
そ
の
他
の
点
で
各
様
で
あ
っ
た
と
忠
わ
れ

か
で
な
い
が
、
二
枚
の
縮
緬
を
襟
の
形
に
裁
っ
て
縫
い
介
わ
せ
で
あ
る
松
川
り
の
部
分

る
の
で
さ
し
て
川
題
に
も
な
ら
な
い
し
、
袖
下
の
曲
線
は
桃
山
か
ら
江
戸
の
初
頭
に
か

が
、
小
に
縫
い
込
ん
で
あ
る
縫
い
代
を
定
着
さ
せ
、
そ
う
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
.
抜
り
を
持

け
て
の
鎧
下
着
に
は
名
古
屋
城
に
所
賊
さ
れ
て
い
る
織
田
信
長
所
用
の
鎧
下
着
ニ
領

た
な
い
縮
緬
の
襟
の
形
を
整
え
さ
せ
る
必
要
性
も
多
分
に
あ
る
縫
ハ
と
札
つ
え
ら
れ
る
。

〈
挿
図
目

、
げ
〉

と
か
水
戸
の
徳
川
家
に
家
康
及
び
光
園
所
用
と
し
て
伝
わ
る
鎧
下
着
数

領
に
も
こ
の
種
の
袖
の
形
が
多
く
、
別
に
特
異
な
も
の
で
は
な
い
。
校
の
あ
る
小
袖
の

1
4
L

、、
、
A

、

京
カ 上
前
、
下
前
と
も
幅
五

・
二
セ
ン
チ
前
後
、
長
さ
一

O
八
セ

ン
チ

の
表
裂
と
共
の
附

わ
な
が
上
、
縫
目
が
下
に
妊
に
く
け
つ
け
て
あ
る
。
そ
の
く
け
つ
け
の
糸
は
黄

袖
を
共
足
の
下
に
着
込
む
に
都
合
の
よ
い
よ
う
袖
口
を
筒
袖
の
よ
う
に
す
る
と
、
そ
の

色
S
撚
桁
糸
二
木
ど
り
で
表
裂
、
だ
け
に
く
け
つ
け
て
あ
る
。
附
紐
は
そ
の
附
け
方
と
長

袖
口
と
扶
を
結
ぶ
線
が
こ
の
よ
う
な
曲
線
に
な
る
。
名
古
屋
城
の
信
長
所
用
の
鎧
下
着

さ
か
ら
考
え
て
も
下
前
の
組
は
左
脇
に
あ
る
紐
通
し
の
穴
を
迫

っ
て
表
に
山
し
、
二
本

や
水
戸
の
徳
川
家
伝
米
の
鎧
下
着
は
尾
州
の
徳
川
家
伝
来
の
こ
れ
よ
り
も
曲
線
が
多
少

の
組
を
左
右
の
脇
か
ら
後
に
ま
わ
し
、
前
に
持
っ
て
来
て
紡
ん
だ
も
の
と
似
わ
れ
る
。

ゆ
る
い
か
、
直
線
に
し
て
あ
る
か
で
あ
る
。

袖
口
、
褐
と
も
に
沌
が
あ
り
、
袖
口
の
沌
は

0
・
四
セ
ン
チ
か
ら

0
・
五
セ
ン
チ
、

か
つ
て
は
下
前
の
妊
附
の
縫
目
が
ほ
こ
ろ
び
て
い
た
が
現
在
は
繕
わ
れ
て
い
る
の

裾
ぬ
は

0
・
二
セ
ン
チ
前
後
で
あ
る
。
妊
の
尖
端
の
被
先
は
剣
先
風
に
尖

っ
て
い
る
。

で
、
現
状
は
破
損
巧
損
が
殆
ど
見
ら
れ
ず
良
好
な
保
存
状
態
で
あ
る
。

背
縫
の
折
被
せ
は
表
裏
と
も
わ
れ
わ
れ
が
い
う
正
し
い
方
向
(
美
術
研
究
二
二
八
号
二

O
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・
頭
巾
等
四
領
二
個

下



美

1，1;i 

lVf 

凶

11 

-'J 

究

九

耳
、
掃
図
3
参
間
り
に
な
っ
て
い
る
。
叩
ち
挿
図
日
の
実
測
図
に
示
し
た
よ
う
に
「
上
」

と
記
入
し
て
あ
る
側
が
向
く
な
っ
て
い
る
。

縫
糸
は
、
表
裂
と
表
裂
の
縫
い
合
わ
せ
に
は
当
初
は
茶
色
S
撚
紺
糸
が
則
い
ら
れ
て

十
十

L
o
o

-茸つ臼

い
た
が
、
茶
色
の
鉄
媒
染
で
そ
の
糸
は
巧
損
し
、
ほ
こ
ろ
び
を
生
じ
た
り
し
た
よ
う
で

あ
る
。
近
年
の
繕
い
の
た
め
の
糸
は
色
を
替
え
て
当
初
の
糸
と
は
区
別
し
て
あ
る
。一
場

裂
と
裏
裂
の
縫
い
合
わ
せ
に
は
紅
色
S
撚
絹
糸
が
用
い
て
あ
り
、
表
裂
と
一袋
裂
の
縫
合

わ
せ
に
も
紅
色
S
撚
絹
糸
が
用
い
て
あ
る
。
表
裂
の
縫
代
と
一
装
裂
の
縫
代
の
と
じ
は
白

S
撚
絹
糸
で
行
わ
れ
て
い
る
。
縫
目
は
、
平
縫
は

0
・
一
五
セ
ン
チ
か
ら

0
・
二
セ
ン

チ
の
細
か
い
針
口
で
、
く
け
目
は

0
・
四
セ
ン
チ
か
ら

0
・
五

セ
ン
チ
の
、

く
け
口
と

し
て
は
細
か
い
針
目
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
総
じ
て
細
か
い
針
目
の
丁
寧
な
仕
立
て
の
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
が
、

し
か
し
処
々
に
、
室
町

・
桃
山
頃
の
仕
立
て
の
特
徴
で
あ
る
鷹
揚
さ
|
|
例
え
ば
左
右

相
称
で
あ
る
べ
き
佃
所
の
寸
法
が
多
少
違
う
場
合
が
多
い
と
い
う
よ
う
な
ー
ー
や
技
術

の
幼
稚
さ
が
兄
ら
れ
る
。

重
量
は
四
六
五
グ
ラ
ム
で
、
大
ぶ
り
で
あ
る
た
め
か
絹
の
袷
と
し
て
は
重
い
よ
う
で

あ
る
。(

去
裂

図
版
V
参
照〉

前
述
し
た
よ
う
に
控
が
か

っ
た
黄
色
に
以
染
し
た
縮
緬
に
、
赤
味
の
多
い
茶
色
、
薄

藍
(
黄
色
地
の
上
に
簿
藍
を
置
い
て
あ
る
の
で
緑
に
見
え
る
)
、
藍
の
三
色
の
摺
染
め
で
型
紙

は
四
枚
以
上
(
四
、
五
枚
カ
)
則
い
て
雪
輸
に
根
芹
の
文
様
を
表
出
し
て
い
る
。

文

様

は
、
竪
の
一
か
え
り
(
織
の
文
丈
に
相
当
す
る
一
リ
ピ
ー
ト
〉
が
一
一
セ
ン
チ
、
横
の
一
か

え
り
(
織
の
築
間
幅
に
相
当
す
る
一
リ
ピ
ー
ト
)
が
二

0
・
三
セ
ン
チ
で
あ
る
。

縮
緬
の
生
地
は
上
杉
家
伝
来
の
紅
縮
緬
鎧
下
着

(ω〉
に
比
較
す
れ
ば
織
闘
も
整
っ

て
お
り
、
厚
手
で
あ
る
が
、
上
質
と
は
言
い
難
い
で
あ
ろ
う
。
二
越
の
縮
緬
'
で
、
糾
糸

は
S
撚
と
Z
燃
の
強
撚
糸
が
二
越
ず
つ
交
互
に
入
っ
て
お
り
、
密
度
は
一

セ
ン
チ
間

二
四

に
、
経
糸
は
五
二
本
前
後
、
総
糸
は
三
二
越
前
後
で
、

上
杉
家
伝
来
の
紅
縮
緬
鎧
下
着
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の
納
制

(
一六
一良
照
合
)
よ
り
多
分
に
密
で
あ
る
。
裂
幅
は
一畏
が
観
察
で
き
た
時
点
の
調

査
で
、
ー
か
ら
耳
ま
で
の
個
所
は
見
当
ら
ず
、
片
側
が
耳
で
も
片
側
が
裁
ち
口
で
、
結

い
川
、
此
も
裂
の
幅
の
広
い
個
所
の
広
さ
以
上
と
い
う
こ
と
で
三
八
セ

ン
チ
以
上
と
い
う

こ
と
に
な
っ

た。

上
杉
家
伝
来
の
が
四
八
セ
ン
チ
前
後
三
六
頁
照
合
〉
で
あ
る
か
ら
、

こ
の
納
制
も
凹
八
セ
ン
チ
位
は
あ
っ
た
も
の
か
も
知
れ
な
い
。

(一
目
裂
)

後
一
染
の
紅
平
和
で
、
経
糸
は
緯
糸
に
比
較
し
て
細
い
が
、
緯
糸
の
二
分
の
一
位
の
太

さ
の
や
三
分
の
二
位
の
太
さ
の
と
不
揃
い
で
あ
る
。
密
度
は
一
セ
ン
チ
聞
に
、
経
糸
が

円
六
本
前
後
、
総
糸
が
四

O
越
前
後
で
あ
る
。

以
上
の
調
査
で
、
徳
川
家
明
会
所
蔵
の
束
照
宮
御
一議
黄
縮
緬
根
芹
雪
輪
小
紋
袷
は
、

形
状
、
法
量
、
仕
立
て
方
、
裂
地
等
の
立
場
か
ら
も
近
世
初
期
の
特
徴
が
備
わ
っ
て

お
り
、

ま
た
近
年
に
お
け
る
ほ
こ
ろ
び
の
縫
い
部
分
を
除
い
て
は
当
初
の
状
態
を
よ

く
残
し
て
い
る
「
う
ぶ
」
な
遺
品
資
料
で
あ
る
。
初
期
の
縮
緬
、
初
期
の
多
色
型
染

と
し
て
も
数
少
い
貴
重
な
資
料
で
、
伝
来
が
よ
く
、
且
つ
裂
地
に
施
さ
れ
た
型
染
の

文
様
も
美
術
工
芸
的
価
値
に
優
れ
、
総
合
し
て
桃
山
末
か
ら
江
戸
初
頭
に
か
け
て
の

得
難
い
優
品
だ
と
認
め
ら
れ
る
。

さ
て
、
上
杉
家
伝
来
の
鎧
下
着

・
着
込
み

・
一政
巾
等
四
領
二
個
の
総
括
に
移
ろ
う
。

こ
れ
ら
凶
領
二
個
は
、
何
れ
も
疑
う
余
地
の
な
い
「
う
ぶ
」
な
武
装
服
飾
で
、
保

存
状
態
も
良
好
に
今
日
に
残
さ
れ
て
い
る
。

中
で
も
鎧
下
着
三
領
は
保
存
状
態
が
極
め
て
よ
く
、
古
様
を
備
え
た
形
態
、
多
色

型
染
、
縮
緬
と
い

っ
た
三
点
か
ら
は
近
世
初
期
の
服
飾
・
染
織
の
上
で
特
に
注
目
さ
れ



る
。
形
態
は
西
欧
服
飾
の
影
響
を
襟
の
形
や
釦
留
め
、

ル
ー
プ
等
部
分
的
に
受
け

入
れ
て
は
い
る
が
、

や
や
時
代
の
下
る
鎧
下
着
(
図
版

v
a
、
挿
図
目
、
打
、
同
等

参
照
〉
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
大
胆
な
曲
線
裁
部
分
は
な
い
。

三
領
を
通
し
て
窺
わ

れ
る
こ
と
は
、
基
盤
は
当
時
の
小
袖
に
あ
る
よ
う
で
、

た
だ
鎧
下
着
と
し
て
の
機

能
に
適
応
さ
せ
て
単
純
化
し
た
感
が
強
い
。
特
に
謙
信
所
用
と
伝
え
ら
れ
る
白
平

名古屋城蔵

絹
鎧
下
着

(ω)
に
は
そ
れ
が
言
え
、
袖
を
筒
袖
に
、
丈
を
短
く
、
身
幅
(
前
身
幅
、

後
身
幅
と
も
に
)
を
多
少
つ
め
た
小
袖
と
言
え
よ
う
(
美
術
研
究
二
二
八
号
、
拙
稿
「
伝

上
杉
謙
信
所
用
小
袖
十
二
領
」

l
報
告

a 

愛知

ー
照
合
〉
。
形
態
と
同
様
に
地
質
に
も
実

a正面， b背面， c部分

用
面
の
配
慮
が
心
憎
い
ば
か
り
に
な
さ

れ
て
い
る
こ
と
は
こ
の
概
要
(
「
上
」
、
美

術
研
究
二
九
一
号
三
二
頁
)
で
述
べ
た
通

り
で
あ
る
。
実
用
一
点
張
り
の
白
平
絹

鎧
下
着

(ω)が
あ
る
一
方
、

ωの
鎧
下

b 

伝信長所用麻鎧下着

a 

着
の
よ
う
に
実
用
面
も
充
分
に
考
慮
さ

伝信長所用鍛子鎧下着
a正面， b背面， c部分
愛知名古屋城蔵

挿図17

b 

c 

挿図16

C 

上
杉
家
伝
来
鎧
下
着
・
着
込
み
・
頭
巾
等
四
領
二
個

下

二
五

a 東京国立博物館蔵a正面， b背面伝家康所用葵紋縁飾繍鎧下着挿図18b 
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Z

、
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研

術

四

r守ム
マJ

ヲE

九

れ
な
が
ら
多
色
型
染
や
紅
色
も
鮮
や
か
な
も
の
が
あ
る
の
は
、
陣
羽
織
に
も
窺
わ
れ

た
よ
う
な
(
美
術
研
究
二
五
九
号
の
拙
稿
「
伝
上
杉
謙
信
所
用
陣
羽
織
八
領
」
l

報
告
五
|

参
照
〉
最
後
を
華
や
か
に
飾
ろ
う
と
い
う
心
理
か
ら
求
め
ら
れ
た
戦
衣
と
し
て
の
装

飾
性
で
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。
派
手
や
か
な
も
の
、
手
間
の
か
か
っ
た
も
の
、
珍
し

い
も
の
、
高
価
な
も
の
等
を
鎧
下
と
し
て
着
込
む
心
意
気
は
単
な
る
酒
落
と
し
て
も

感
動
的
で
あ
る
。
仰
の
多
色
型
染
は
前
記
調
査
事
項
で
も
明
ら
か
な
よ
う
に
徳
川
家

明
会
所
蔵
の
袷
に
見
ら
れ
る
多
色
型
染
よ
り
も
少
く
と
も
十
工
程
位
は
多
く
手
間
が

か
か
っ
て
い
る
型
染
で
、
糸
目
糊
や
伏
糊
ま
で
型
付
さ
れ
て
お
り
、
近
世
に
お
け
る

最
古
の
多
色
型
染
と
し
て
驚
異
的
遺
品
で
あ
る
。
仰
の
縮
緬
は
、
わ
が
国
で
は
最
古

の
縮
緬
の
遺
品
で
あ
る
が
、
地
質
は
徳
川
家
明
会
所
蔵
の
袷
に
用
い
ら
れ
て
い
る
縮

緬
よ
り
も
薄
手
で
あ
る
。
そ
の
紅
色
(
図
版
I
〉
は
黄
の
下
染
を
浸
染
で
行
っ
た
後
、

紅
の
浸
染
を
し
て
い
る
。
上
杉
家
伝
来
の
謙
信
・
景
勝
所
用
と
し
て
伝
え
ら
れ
る
服

飾
類
に
見
ら
れ
る
紅
染
の
服
飾
類
は
、
こ
れ
ま
で
の
報
告
に
も
屡
ミ
取
扱

っ
た
が
、

何
れ
も
、
槌
色
の
著
し
い
紅
染
の
も
の
と
し
て
は
珍
し
く
鮮
や
か
な
色
を
と
ど
め
て

い
る
。
こ
の
事
象
は
上
杉
家
の
保
存
が
如
何
に
良
好
な
条
件
下
に
行
わ
れ
て
来
た
か

を
物
語
る
一
端
で
も
あ
っ
て
、

わ
れ
わ
れ
は
上
杉
家
伝
来
の
紅
染
服
飾
類
に
接
す
る

都
度
、
感
謝
の
念
を
新
た
に
す
る
心
境
と
な
る
の
で
あ
る
。

川
内
鎖
雌
子
と
例
鎖
頭
巾
は
徹
底
し
た
護
身
用
の
、
戦
衣
で
、

そ
の
重
量
の
あ
る
着
込

み
を
如
何
に
機
能
的
に
着
装
す
る
か
、
そ
の
点
に
行
届
い
た
配
慮
が
な
さ
れ
て
い
る

こ
と
を
わ
れ
わ
れ
は
今
回
の
調
査
で
概
略
察
知
す
る
こ
と
を
得
た
が
、
そ
の
機
能
は

当
時
の
実
戦
で
活
用
し
な
い
限
り
真
の
優
秀
性
は
理
解
出
来
な
い
も
の
と
思
わ
れ

る
。
恐
ら
く
驚
く
べ
き
護
身
の
計
算
が
な
さ
れ
て
い
る
機
能
的
に
も
秀
抜
な
戦
衣
で

あ

っ
た
で
あ
ろ
う
。

一一六

mw烏
相
子
形
自
綾
頭
巾
は
mw鎖
頭
巾
の
上
か
兜
の
上
か
に
被
っ
た
装
飾
性
本
位
の
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頭
巾
で
興
深
い
も
の
で
あ
る
。
鎖
雌
子
、

鎖
頭
巾
、

烏
帽
子
形
白
綾
頭
巾
の
類
は
当

時
の
も
の
は
勿
論
、
多
少
時
代
の
下
る
も
の
も
現
存
せ
ず
、
極
め
て
珍
し
い
貴
重
な

資
料
で
あ
る
。

仕
立
に
は
凹
領
二
個
に
共
通
し
て
室
町
・
桃
山
時
代
の
仕
立
の
特
徴
で
あ
る
鷹
揚

さ
や
技
術
の
幼
稚
さ
が
見
ら
れ
る
。
綿
入
仕
立
、
袷
仕
立
の
方
法
で
は
、

す
で
に
報

註
担

告
二
、
報
告
四
、
報
告
五
で
述
べ
た
上
杉
家
伝
来
の
小
袖
や
胴
服
、
陣
羽
織
と
の
共

通
性
が
こ
れ
ら
に
も
認
め
ら
れ
る
。

ま
た
、
こ
れ
ら
に
用
い
ら
れ
て
い
る
表
裂
、
裏
裂
の
裂
地
の
種
類
と
地
質
、
染
と

織
の
技
術
、
文
段
等
は
何
れ
も
室
町
・
桃
山
時
代
の
特
徴
が
顕
著
で
あ
る
と

一一一一
日
え

る。
そ
し
て
、
材
料
、
形
態
、
意
匠
上
か
ら
も
上
杉
家
伝
来
の
陣
羽
織
の
場
合
と
同
様

(
美
術
研
究
二
五
九
号
の
拙
稿
「
伝
上
杉
謙
信
所
用
陣
羽
織
八
領
」
|
報
特
五
1

参
照
)
、
戦

国
時
代
の
武
将
が
用
い
た
に
ふ
さ
わ
し
い
実
用
、
装
飾
両
面
に
す
ぐ
れ
た
戦
衣
で
あ

る。
従

っ
て
、
こ
れ
ら
四
領
二
個
の
戦
衣
は
、
明
ら
か
に
室
町
か
ら
桃
山
時
代
初
期
に

か
け
て
の
戦
衣
で
あ
る
。

次
に
上
杉
家
の
も
の
と
す
る
検
討
か
ら
は
ど
う
か
と
い
う
と
小
袖
や
雌
子
、
胴
服
、

陣
羽
織
の
場
介
と
同
様
な
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
。

即
ち
、
意
匠
の
上
で
も
品
質
の
上
で
も
、
当
時
と
し
て
は
恐
ら
く
極
上
の
優
品
が

大
半
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
、

一
貫
し
て
並
々
で
は
な
い
凝
り
方
や
配
慮
、
費
、
沢
が

行
わ
れ
て
い

る
。
た
だ
、
賛
沢
や
派
手
さ
で
は
胴
服
や
小
袖
、
惟
子
、
陣
羽
織
よ
り

も
円
立
た
な
い
の
は
、
具
足
の
下
に
着
込
む
性
格
の
戦
衣
が
こ
の
四
領
二
個
の
中
の



五
点
で
あ
る
か
ら
当
然
の
こ
と
と
考
え
ら
れ
る
。

小
袖
や
雄
子
、
胴
服
の
場
合
に
、
上
杉
家
の
も
の
で
あ
る
と
い
う
決
め
手
に
な

っ

た
竹
に
雀
の
紋
所
が
陣
羽
織
の
場
合
と
同
様
こ
れ
ら
に
も
な
い
が
、

四
領
二
個
の
裂

地
、
染
色
、

仕
立
て
方
、

意
匠
等
、

前
項
で
述
べ
た
調
査
事

文
様
、
メ
ち
/
匂
白
川
山
、

羽
パ
ム
円
ん

法
量
、

項
に
基
い
て
、
同
一
点
、
類
似
点
、
関
連
性
を
辿
っ
て
照
合
す
る
と
、
陣
羽
織
の
場

合
同
様
、

こ
れ
ら
四
領
二
個
も
、

お
の
ず
か
ら
一
連
の
も
の
、
即
ち
、
室
町
・
桃
山

時
代
初
期
の
上
杉
家
の
戦
衣
で
あ
る
こ
と
が
明
白
に
な
る
。

以
上
述
ベ
て
き
た
よ
う
に
、
上
杉
家
伝
来
の
鎧
下
着

・
着
込
み

・
頭
巾
頭
四
領
二

個
は
、
同
じ
く
上
杉
家
伝
来
の
陣
羽
織
八
領
と
共
に
、
今
日
残
存
す
る
戦
国
時
代
後

期
の
武
装
服
飾
で
は
最
古
の
も
の
で
貴
重
な
存
在
で
あ
る
。
そ
れ
ら
に
は
、
陣
羽
織

の
場
合
と
同
様
、
従
来
の
鎧
下
着
の
遺
品
資
料
に
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
古
様
が
あ
っ

た
り
、
多
少
時
代
の
範
囲
を
広
げ
て
も
同
種
の
戦
衣
の
遺
品
は
他
に
は
皆
無
で
あ
っ

た
り
し
て
、

ま
こ
と
に
得
難
い
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。
更
に
何
れ
も
「
う
ぶ
」
で
あ

り
、
四
領
二
個
が
そ
れ
ぞ
れ
に
独
自
の
特
色
を
持
っ
た
逸
品
揃
い
で
あ
る
。
染
織
品

と
し
て
も
当
時
と
し
て
は
そ
れ
ぞ
れ
最
高
級
の
品
質
の
も
の
で
、
服
飾
品
と
し
て
も

機
能
、
装
飾
両
面
に
優
れ
た
優
品
で
あ
る
。
特
に
戦
衣
と
し
て
の
機
能
の
点
で
は
現

代
の
わ
れ
わ
れ
に
は
推
測
の
及
ば
な
い
優
れ
た
点
が
個
々
に
備
っ
て
い
る
も
の
と
考

え
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
染
織
・
服
飾
両
面
の
優
品
で
あ
る
戦
衣
六
点
が
、
同
じ
く
優

品
揃
い
の
陣
羽
織
八
領
と
共
に
保
存
状
態
も
良
好
に
同
一
武
家
に
伝
え
ら
れ
て
い
た

の
で
あ
る
か
ら
、
染
織
工
芸
史
上
、
武
装
服
飾
史
上
、
並
び
に
日
本
服
飾
史
上
、
極

め
て
意
義
の
深
い
重
要
な
資
料
の
発
見
で
あ
っ
た
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

(
一
九
七
四
年
二
月
)

上
杉
家
伝
来
銘
下
着

・
着
込
み
・
頭
巾
等
四
領
二
何

下

ト

t
h
u

-
-
一
日
件
円
ノ
臼

佐
々
木
信
三
郎
著
「
西
陣
史
」
七
八
頁
ハ
工
芸
志
料
、

日
本
染
織
商
工
史
下
巻
一
八
瓦
よ
り
)
。

21 

木
稿
の
「
上
」
、
美
術
研
究
二
九
一
号
=
二
頁
参
照
。

22 

上
杉
山
本
伝
来
の
謙
信

・
景
勝
所
用
と
伝
え
ら
れ
る
服
飾
類
に
は
紅
染
の
も
の
が
か
な
り
あ
る

が
、
何
れ
も
紅
縮
緬
鎧
下
着
の
表
裂
・
裏
裂
(
共
に
図
版

I
参
照
)
同
様
に
槌
色
が
極
め
て
少
い
。

23 

後
述
(
一
四
頁
)
す
る
よ
う
に
、
こ
の
染
め
む
ら
と
思
わ
れ
た
個
所
は
実
際
は
摩
擦
の
多
か

っ

24 
た
仙
川
で
紅
が
剥
落
し
下
染
の
黄
が
露
出
し
て
い
る
の
で
あ
っ
た
。

は

々
も
ち

紅
花
餅

七
月
黄
色
に
開
い
た
紅
花
は
二
、
三

日
経
つ
と
次
第
に
赤
味
を
帯
び
て
く
る
。
開
花

し
て
約
三
日
口
の
花
鱒
を
採
取
し
、
よ
く
採
み
、
む
し
ろ
に
厚
さ
五
セ
ン
チ
ぐ
ら
い
に
し
て
拡
げ
、

上
か
ら
散
水
し
、
日
陰
に
約
一
昼
夜
お
く
。
発
酵
し
て
花
鱒
は
真
赤
に
な
る
。
更
に
、
臼
で
つ
い

た
り
戎
は
足
で
踏
ん
で
採
み
、
柔
ら
か
に
な
っ
た
花
鱒
を
径
三
セ
ン
チ
、
厚
さ

0
・
五
セ
ン
チ
ぐ

ら
い
の
川
子
状
に

し
、
上
か
ら
む
し
ろ
を
か
ぶ
せ
て
圧
搾
し
て
平
た
い
因
子
に
す
る
。
日
向
に
お

い
て
乾
燥
し
た
の
を
紅
花
餅
と
い
う
。
作
り
方
が
面
倒
な
上
、
多
年
の
経
験
を
要
す
る
の
で
現
布

で
は
技
術
者
が
激
減
し
た
(
紅
花
餅
を
作
る
に
は
経
験
が
必
要
で
あ
り
ま
た
天
候
に
左
右
さ
れ
、

品
質
の
不
均
一
は
逃
れ
る
乙
と
が
で
を
な
い

の
で
、
わ
れ
わ
れ
の
研
究
室
で
は
、
紅
花
が
武
色
か

ら
赤
色
応
変
化
す
る
か
ら
く
り
を
研
究
し
、
薬
品
に
よ
り
、
わ
ず
か
三
分
間
で
赤
変
さ
せ
る
方
法

に
成
功
し
、
現
在
で
は
す
べ
て
こ
の
方
法
に
よ
っ
て
い
る
。
紅
花
餅
に
比
し
紅
が
鮮
明
で
、
か

つ

紅
の
量
が

ω
。ポ
tω
印
式
多
く
、
均
一
原
料
を
量
産
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
)
。

な
お
、
こ
れ
ら
原
料
に
は
、
水
溶
性
の
黄
色
素
と
ア
ル
カ
リ
性
溶
液
に
可
静
な
紅
色
素
が
共
存

し
、
染
料
や
化
粧
料
に
供
さ
れ
る
。
〈
鈴
木
孝
男
)

25 

鮒
緬
は
緯
糸
に
非
常
に
会
つ
い
強
撚
糸
が
用
い
て
あ
る
の
で
漏
れ
る
と
著
し
く
縮
む
。
そ
れ

は
、
縮
緬
の
仕
上
げ
は
、
幅
を
出
し
揃
え
な
が
ら
棒
に
巻
き
取
り
、
次
に
蒸
龍
の
巾
に
入
れ
て
約

一
夜
間
そ
の
ま
ま
放
置
し
て
繍
止
め
を
行
い
、
乾
燥
さ
せ
た
後
仕
む
と

三
十
分
間
蒸
気
に
当
て
、

い
う
方
法
が
用
い
て
あ
る
の
で
、
そ
の
裂
が
刊
刷
れ
れ
ば
忽
ち
に
し
て
緯
糸
の
強
撚
が
ざ

っ
く
か
か

っ
て
縮
む
の
で
あ
る
。

26 

文
丈
は
織
文
様
の
一
か
え
り
(。
5
5
H
U
S
H〉
の
長
さ
を
、
案
間
一帆
は
織
文
慌
の
一
か
え
り
の

帆
を
い
う
。

27 

裂
を
織
る
場
合
に
緯
糸
の
打
込
み
が
ゆ
る
い
と
緯
糸
の
密
度
が
粗
く
な
り
、
従

っ
て

-X
丈
が
長

く
な
る
。

65 

28 

植
物
性
染
料
を
用
い
て
黒
、
茶
系
の
染
色
を
行
う
場
合
、
多
く
タ
ン
ニ
ン
を
含
有
す
る
材
料
を

二
七



美

術

四

号

研

究

九

用
い
、
こ
れ
に
鉄
柴
を
媒
染
と
し
て
加
え
て
発
色
さ
せ
る
。
そ
の
た
め
鉄
分
に
よ
る
裂
地
の
腐
蝕

が
甚
だ
し
い
の
で
あ
る
。

29 

裂
を
接
ぎ
合
わ
せ
て
円
錐
形
風
の
形
を
作
る
と
き
は
、
大
て
い
の
場
合
は
平
縫
か
返
え
し
縫
で

行
う
。
乙
の
大
会
な
針
目
を
見
る
と
仮
縫
の
時
な
ど
に
行
う
よ
う
な
大
針
目
の
平
縫
か
、
さ
も
な

く
ば
く
け
縫
か
と
思
わ
れ
る
。

30 

芹
の
花
は
確
に
こ
の
文
様
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
可
憐
な
五
弁
花
で
あ
る
。
形
の
上
で
の
写
実

性
、
花
の
持
つ
性
格
な
ど
見
事
に
表
現
し
な
が
ら
こ
の
便
化
、
た
だ
た
だ
驚
く
ほ
か
な
い
。
実
際

の
芹
の
花
は
梅
や
桜
の
よ
う
な
目
を
奪
わ
れ
る
よ
う
な
美
し
い
五
弁
花
で
は
な
く
、
地
味
で
目
立

た
な
い
と
く
と
く
小
さ
な
白
い
花
で
あ
る
。
そ
の
花
が
沢
山
集
っ
て
球
状
を
な
し
、
そ
の
球
状
の

塊
が
更
に
幾
っ
か
集

っ
て
茎
の
上
部
に
つ
い
て
い
る
の
で
あ
る
。
よ
く
見
な
け
れ
ば
そ
の
一
つ

一

つ
の
花
が
白
い
可
憐
な
五
弁
花
で
あ
る
こ
と
に
は
気
づ
か
な
い
。

31 

昭
和
四
四
年
五
月
三
口
か
ら
六
月
一
日
ま
で
名
古
屋
の
徳
川
美
術
館
で
開
催
さ
れ
た
「
桃
山
の

衣
裳
と
蒔
絵
展
」
に
出
陳
さ
れ
た
こ
の
袷
に
つ
い
て
、
同
美
術
館
の
大
河
内
氏
も
そ
の
目
録
に

「
琉
球
の
紅
型
染
を
思
わ
せ
る
様
な
鮮
明
な
黄
の
染
料
に
よ
る
地
染
の
上
に
、
四
枚
か
ら
五
枚
の

型
紙
を
使
用
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
、
四
色
ほ
ど
で
雪
輸
に
根
芹
模
様
を
小
紋
風
に
染
め
出
し
て
い

る
。
」
と
解
説
し
て
お
ら
れ
る
。

円
ノ
白

内
ぺ

U

研
究
二
四
二
・
二
四
三
・
二
四
四
号
所
載
の
「
伝
上
杉
謙
信
所
用
胴
服
八
領
」
、

報
告
四
は
美
術

報
告
二
は
美
術
研
究
二
二
八
号
所
載
の
「
伝
上
杉
謙
信
所
用
小
袖
十
二
領
」
、

報
告
五
は
美
術

研
究
二
五
九
号
所
載
の
「
伝
上
杉
謙
信
所
用
陣
羽
織
八
領
」
。

33 

上
杉
神
社
稽
照
殿
学
芸
員
尾
崎
周
道
氏
の
調
査
に
よ
る
と
、
景
勝
が
お
守
り
役
の
官
品
三
河
守

と
と
も
に
謙
信
の
陣
に
従

っ
た
の
は
七
才
と
も
十
才
と
も
い
わ
れ
、
ま
た
初
陣
は
謙
信
の
加
賀
能

登
遠
征
の
と
き
で
十
五
才
(
何
れ
も
年
令
は
数
え
年
)
と
い
わ
れ
て
い
る
(
尾
崎
周
道
著
「
上
杉

景
勝
公
小
伝
」

l
昭
和
四
八
年
四
月
上
杉
神
社
々
務
所
発
行
l
二
頁
)
と
の
乙
と
で
あ
る
。

乙
乙

に
今
回
の
調
査
で
景
勝
所
用
と
伝
え
ら
れ
る
紺
麻
地
鎧
繋
ぎ
矢
車
文
鎧
下
着

ω、
紅
縮
緬
鎧
下
着

ωの
二
領
は
大
き
さ
か
ら
考
察
す
る
と
十
三
、
四
才
か
ら
十
六
、
七
才
ま
で
ぐ
ら
い
の
少
年
用
と

見
敵
さ
れ
た
。
従

っ
て
乙
の
二
領
は
、
景
勝
初
陣
当
時
の
鎧
下
着
の
公
算
が
大
き
く
な
っ
た
。

紅
縮
緬
鎧
下
着

丈

六

四

m

桁

二

a
鎖
惟
子

b
同

部
分八五
m

丈

図

版
桁

b
同

三
a
烏
帽
子
形
白
綾
頭
巾

背
面

四
a 

同
頭

囲部
り分

b
鎖
頭
巾
頭
囲
り

七

O
m

斜
め
背
面

六

O
m

高
さ 要

項

部
分
(
原
色
刷
〉

四
一
・
五

m

袖

巾

一

七

m

袖
丈

ハ
八

m

約
三
五
佃

袖
巾

者h
丈

日
さ

四
二
回

三
岡

m

b 
同

五

a
黄
縮
緬
根
芹
雪
輪
小
紋
袷

沢
μ
¥
]

ム日

A
h
H
fケ
/

二
八
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山
形

上

杉

神

社

蔵

o
m
 

山
形

上

神

社

蔵

杉

同

冗
阿
佃

山
形

上

杉

神

社

蔵

同同

山
形

上

杉

神

社

蔵

東

徳

川

家

明

会

蔵

初JI
丈同

丈
一五
I a一
五 b 五
写四
神真・
谷提五
築供 cm
子

「徳桁
」二)11 
杉繋六
家明一
伝会 cm
来
鎧
下

清

新
込
み

頭
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f問
L_ 

参
H召

六

・
七

薬
師
如
来
像

像

高

八

七

回

台

座

高

八

・

九

向

台

座

墨

書

敷
茄
子
受
座
八
角
板
一
呉

有II
巾

三
四
・
冗

m

五

O
m

同

部

分

六
五

m

京
都

す
向

田

寺

蔵

(

赤

外

線

写

真

)

同

外

側

天

地

五

五

・

五

回

幅

五

六

・

八

回

内

側

天

地

四

二

・

八

回

幅

四

三

・

五

回

猪
川
和
子
「
京
都
高
田
寺
薬
師
如
来
像
と
藤
原
賀
方
の
歌
」

参
照

ノ、

九
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